
附表２ 地方債の前前年度末における現在高並びに前年度末及び

当該年度末における現在高の見込みに関する調書

１ 公 営 企 業 債 千円 千円 千円 千円 千円

農 業 集 落 排 水

合 計 1,083,724 1,035,125 － 48,057 987,068

区　　　　　　　分
当 該 年 度 中
起 債 見 込 額

当 該 年 度 中
元金償還見込額

1,083,724 1,035,125 － 48,057 987,068

前 前 年 度 末

現 在 高

前 年 度 末

現 在 高 見 込 額

当 該 年 度 中 増 減 見 込 額 当 該 年 度 末

現 在 高 見 込 額

水　　道　　事　　業　　会　　計
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予    定    額 備        考

千円

１ 水 道 事 業 収 益

１ 営 業 収 益

１ 給 水 収 益

２ 受 託 工 事 収 益

３ そ の 他 の 営 業 収 益

２ 営 業 外 収 益

１ 受取利息及び配当金

２ 他 会 計 負 担 金

３ 長 期 前 受 金 戻 入

４ 雑 収 益

３ 特 別 利 益

１ 過 年 度 損 益 修 正 益

平成３０年度　川越市水道事業会計予算実施計画

収  益  的  収  入  及  び  支  出

収             入

款 項 目
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予    定    額 備        考

千円

１ 水 道 事 業 収 益

１ 営 業 収 益

１ 給 水 収 益

２ 受 託 工 事 収 益

３ そ の 他 の 営 業 収 益

２ 営 業 外 収 益

１ 受取利息及び配当金

２ 他 会 計 負 担 金

３ 長 期 前 受 金 戻 入

４ 雑 収 益

３ 特 別 利 益

１ 過 年 度 損 益 修 正 益

平成３０年度　川越市水道事業会計予算実施計画

収  益  的  収  入  及  び  支  出

収             入

款 項 目
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予    定    額 備        考

千円

１ 水 道 事 業 費 用

１ 営 業 費 用

１ 原 水 及 び 浄 水 費

２ 配 水 及 び 給 水 費

３ 受 託 工 事 費

４ 業 務 費

５ 総 係 費

６ 減 価 償 却 費

７ 資 産 減 耗 費

８ そ の 他 営 業 費 用

２ 営 業 外 費 用

１
支払利息及び企業債
取 扱 諸 費

２ 消費税及び地方消費税

３ 雑 支 出

３ 特 別 損 失

１ 固 定 資 産 売 却 損

２ 過 年 度 損 益 修 正 損

３ そ の 他 特 別 損 失

４ 予 備 費

１ 予 備 費

支              出

款 項 目
予    定    額 備        考

千円

１ 資 本 的 収 入

１ 企 業 債

１ 企 業 債

２ 他 会 計 負 担 金

１ 他 会 計 負 担 金

３ 工 事 負 担 金

１ 工 事 負 担 金

４ 水 道 施 設 加 入 金

１ 水 道 施 設 加 入 金

５ 固 定 資 産 売 却 代 金

１ 固 定 資 産 売 却 代 金

資  本  的  収  入  及  び  支  出

収             入

款 項 目
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予    定    額 備        考

千円

１ 水 道 事 業 費 用

１ 営 業 費 用

１ 原 水 及 び 浄 水 費

２ 配 水 及 び 給 水 費

３ 受 託 工 事 費

４ 業 務 費

５ 総 係 費

６ 減 価 償 却 費

７ 資 産 減 耗 費

８ そ の 他 営 業 費 用

２ 営 業 外 費 用

１
支払利息及び企業債
取 扱 諸 費

２ 消費税及び地方消費税

３ 雑 支 出

３ 特 別 損 失

１ 固 定 資 産 売 却 損

２ 過 年 度 損 益 修 正 損

３ そ の 他 特 別 損 失

４ 予 備 費

１ 予 備 費

支              出

款 項 目
予    定    額 備        考

千円

１ 資 本 的 収 入

１ 企 業 債

１ 企 業 債

２ 他 会 計 負 担 金

１ 他 会 計 負 担 金

３ 工 事 負 担 金

１ 工 事 負 担 金

４ 水 道 施 設 加 入 金

１ 水 道 施 設 加 入 金

５ 固 定 資 産 売 却 代 金

１ 固 定 資 産 売 却 代 金

資  本  的  収  入  及  び  支  出

収             入

款 項 目
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予    定    額 備        考

千円

１ 資 本 的 支 出

１ 建 設 改 良 費

１ 第三次浄水場整備事業費

２ 配 水 管 布 設 費

３ 配 水 管 改 良 費

４ 新 営 改 築 費

５ 量 水 器 費

６ 固 定 資 産 購 入 費

２ 企 業 債 償 還 金

１ 企 業 債 償 還 金

３ 予 備 費

１ 予 備 費

 支              出

款 項 目

（単位　円）

業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

固定資産除却損

貸倒引当金の増減額（△は減少）

退職給付引当金の増減額（△は減少）

長期前受金戻入額

受取利息及び受取配当金

支払利息

有形固定資産売却損益（△は益）

未収金の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

たな卸資産の増減額（△は増加）

その他

小計

利息及び配当金の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

平成３０年度　川越市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

（平成３０年　４月　１日から平成３１年　３月３１日まで）

△ 419,261,000

△ 53,428,272

△ 260,000

△ 164,081,000

△ 21,849,132
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予    定    額 備        考

千円

１ 資 本 的 支 出

１ 建 設 改 良 費

１ 第三次浄水場整備事業費

２ 配 水 管 布 設 費

３ 配 水 管 改 良 費

４ 新 営 改 築 費

５ 量 水 器 費

６ 固 定 資 産 購 入 費

２ 企 業 債 償 還 金

１ 企 業 債 償 還 金

３ 予 備 費

１ 予 備 費

 支              出

款 項 目

（単位　円）

業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

固定資産除却損

貸倒引当金の増減額（△は減少）

退職給付引当金の増減額（△は減少）

長期前受金戻入額

受取利息及び受取配当金

支払利息

有形固定資産売却損益（△は益）

未収金の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

たな卸資産の増減額（△は増加）

その他

小計

利息及び配当金の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

平成３０年度　川越市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

（平成３０年　４月　１日から平成３１年　３月３１日まで）

△ 419,261,000

△ 53,428,272

△ 260,000

△ 164,081,000

△ 21,849,132
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２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

有形固定資産の売却による収入

無形固定資産の取得による支出

工事負担金の受入による収入

水道施設加入金の受入による収入

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

財務活動によるキャッシュ・フロー

資金増加額（又は減少額）

資金期首残高

資金期末残高

△ 2,000,000

△ 2,110,313,868

△ 1,680,094,868

△ 635,834,000

△ 24,399,259

△ 35,834,000

１　総　　括

特別職 一 般 職 報　　　　酬 給　　　　料 手　　　　当　 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） 　　　（千円） （千円）

△ 1

△ 1

(　  ）内は、再任用短時間勤務職員(外書き）

△ 14,652

比  較 資本勘定支弁職員

合　　　　　計

△ 356 △ 9,481

△ 4,494

△ 5,680 △ 3,445 △ 9,125

給 与 費 明 細 書

△ 4,138損益勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

合　　　　　計

△ 8,972

備　　考区　      　　　分

給  　　　　　　　与  　　　　　　　　費
法定福利費 合　   　計

本年度

前年度 資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　　　計

職  員  数
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２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

有形固定資産の売却による収入

無形固定資産の取得による支出

工事負担金の受入による収入

水道施設加入金の受入による収入

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

財務活動によるキャッシュ・フロー

資金増加額（又は減少額）

資金期首残高

資金期末残高

△ 2,000,000

△ 2,110,313,868

△ 1,680,094,868

△ 635,834,000

△ 24,399,259

△ 35,834,000

１　総　　括

特別職 一 般 職 報　　　　酬 給　　　　料 手　　　　当　 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） 　　　（千円） （千円）

△ 1

△ 1

(　  ）内は、再任用短時間勤務職員(外書き）

△ 14,652

比  較 資本勘定支弁職員

合　　　　　計

△ 356 △ 9,481

△ 4,494

△ 5,680 △ 3,445 △ 9,125

給 与 費 明 細 書

△ 4,138損益勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

合　　　　　計

△ 8,972

備　　考区　      　　　分

給  　　　　　　　与  　　　　　　　　費
法定福利費 合　   　計

本年度

前年度 資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　　　計

職  員  数
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管 理 職 手 当 扶 養 手 当 地 域 手 当 住 居 手 当 通 勤 手 当 特 殊 勤 務 手 当 時 間 外 勤 務

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）  　 （千円） 手　当　  （千円）

夜 間 勤 務 手 当 休 日 勤 務 手 当 管 理 職 員 特 別 期 末 手 当 勤 勉 手 当 退 職 手 当

　　　（千円） 　　　　　(千円） 勤務手当    (千円) （千円） 　（千円） （千円）

手 当 の

内 訳

前 年 度

区 分

本 年 度

比 較

比 較 △ 1,572

△ 525△ 984

前 年 度

区 分

本 年 度

２　給料及び手当の増減額の明細

扶 養 手 当
地 域 手 当
時間外勤務手当
期 末 手 当
勤 勉 手 当

備　　　　　　　　　　　　　　　　考

　給与改定実施時期　　平成29年4月1日

　　　給与改定による
　　　（給与改定実施時期　平成29年4月1日及び平成30年4月1日）

△ 18,708

区 分 増減額（千円） 増 減 事 由 別 内 訳 （ 千 円 ） 説　　　　　明　(　千　円　）

その他の増減分

△ 14,652給 料

手 当

昇 給 に 伴 う
増 加 分

その他の増減分

給与改定に伴う
増 減 分

制度改正に伴う
増 減 分
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管 理 職 手 当 扶 養 手 当 地 域 手 当 住 居 手 当 通 勤 手 当 特 殊 勤 務 手 当 時 間 外 勤 務

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）  　 （千円） 手　当　  （千円）

夜 間 勤 務 手 当 休 日 勤 務 手 当 管 理 職 員 特 別 期 末 手 当 勤 勉 手 当 退 職 手 当

　　　（千円） 　　　　　(千円） 勤務手当    (千円) （千円） 　（千円） （千円）

手 当 の

内 訳

前 年 度

区 分

本 年 度

比 較

比 較 △ 1,572

△ 525△ 984

前 年 度

区 分

本 年 度

２　給料及び手当の増減額の明細

扶 養 手 当
地 域 手 当
時間外勤務手当
期 末 手 当
勤 勉 手 当

備　　　　　　　　　　　　　　　　考

　給与改定実施時期　　平成29年4月1日

　　　給与改定による
　　　（給与改定実施時期　平成29年4月1日及び平成30年4月1日）

△ 18,708

区 分 増減額（千円） 増 減 事 由 別 内 訳 （ 千 円 ） 説　　　　　明　(　千　円　）

その他の増減分

△ 14,652給 料

手 当

昇 給 に 伴 う
増 加 分

その他の増減分

給与改定に伴う
増 減 分

制度改正に伴う
増 減 分
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３　給料及び手当の状況

(１）　職員１人当たり給与

企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

平 均 給 料 月 額 （ 円 ）

平 均 給 与 月 額 （ 円 ）

平 均 年 齢 （ 歳 ）

平 均 給 料 月 額 （ 円 ）

平 均 給 与 月 額 （ 円 ）

平 均 年 齢 （ 歳 ）

(２)　初　任　給

(円） (円）

高 校 卒

大 学 卒

行 政 職 一 般 会 計 ）

平 成 年 月 １ 日 現 在

区                              分

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在

区 分 企 業 職 一 ）

　(３）　級別職員数

級 級

級 級

級 級

級 級

級 計

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在 級 (  　)

級

級

級

級

計 (  　)

級 級

級 級

級 級

級 計

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在 級

級

級

級

級

計

　　（級別の標準的な職務内容）　　　　平成３０年１月１日現在

区 分 級 級 級 級 級 級

企 業 職 二 ） 水 道 主 任
水 道 主 任

水道技能士等
水 道 副 主 任

（　　）内は、再任用短時間勤務職員(外書き）

級 級 級

企 業 職 一 ） 局 長 等 副 局 長 等 課 長 等 副 課 長 等 副 主 幹 等 主 査 等 主 任 等
主 事 主 事 補

技 師 技 師 補

区 分
企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

職 員 数 （ 人 ） 構 成 比 （%) 職 員 数 （ 人 ） 構 成 比 （%)
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３　給料及び手当の状況

(１）　職員１人当たり給与

企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

平 均 給 料 月 額 （ 円 ）

平 均 給 与 月 額 （ 円 ）

平 均 年 齢 （ 歳 ）

平 均 給 料 月 額 （ 円 ）

平 均 給 与 月 額 （ 円 ）

平 均 年 齢 （ 歳 ）

(２)　初　任　給

(円） (円）

高 校 卒

大 学 卒

行 政 職 一 般 会 計 ）

平 成 年 月 １ 日 現 在

区                              分

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在

区 分 企 業 職 一 ）

　(３）　級別職員数

級 級

級 級

級 級

級 級

級 計

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在 級 (  　)

級

級

級

級

計 (  　)

級 級

級 級

級 級

級 計

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在 級

級

級

級

級

計

　　（級別の標準的な職務内容）　　　　平成３０年１月１日現在

区 分 級 級 級 級 級 級

企 業 職 二 ） 水 道 主 任
水 道 主 任

水道技能士等
水 道 副 主 任

（　　）内は、再任用短時間勤務職員(外書き）

級 級 級

企 業 職 一 ） 局 長 等 副 局 長 等 課 長 等 副 課 長 等 副 主 幹 等 主 査 等 主 任 等
主 事 主 事 補

技 師 技 師 補

区 分
企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

職 員 数 （ 人 ） 構 成 比 （%) 職 員 数 （ 人 ） 構 成 比 （%)
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(４）　昇給

合 計 企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

職　　　　  員　　　　　数 　　（A）           　  (人）

昇 給 に 係 る 職 員 数     （B）             　（人）

2号給　（人）

4号給　（人）

号給　（人）

号給　（人）

職　　　　  員　　　　　数 　　（A）           　  (人）

昇 給 に 係 る 職 員 数     （B）             　（人）

2号給　（人）

4号給　（人）

号給　（人）

号給　（人）

(５）　特殊勤務手当

支 給 対 象 職 員 １ 人 当 た り

平 均 支 給 月 額 円 ）

代 表 的 な 特 殊 勤 務 手 当 の 名 称 　水道管路維持作業手当等

（ 平 成 年 月 日 現 在 ）

区　　　　　　　　　　　　　　　分

本年度
号  給　数　別　内　訳

比　　　　　　　　率　　　   　（B)/(A)　　　　　 （％）

前年度
号  給　数　別　内　訳

比　　　　　　　　率　　　   　（B)/(A)　　　　　 （％）

区　　　　　　　　　　　　　　分 企 業 職

給 料 総 額 に 対 す る 比 率 （ ％ ）

支 給 対 象 職 員 の 比 率 （ ％ ）

(６）　期末手当・勤勉手当

支 給 率 計
６月　（月分） １２月　（月分） （月分）

(７）　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 最 高 限 度 その他の
（月分） （月分） （月分） （月分） 加算措置等

一般会計の制度
（支給率等）

(８）　その他の手当

通 勤 手 当 〃

地 域 手 当 〃

住 居 手 当 〃

区 分 一般会計の制度との異同 差 異 の 内 容

扶 養 手 当 同　　じ

　定年前早期退職
　特例措置（2％～
　20％加算）

　定年前早期退職
　特例措置（2％～
　20％加算）

支 給 率 等

一 般 会 計 の 制 度 有

（　　　) 内は、再任用職員

区 分 備 考

本 年 度 有

前 年 度 有

区 分
支 給 期 別 支 給 率 職 制 上 の 段 階 ・ 職 務 の

備 考
級 等 に よ る 加 算 措 置
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水道事業会計

(４）　昇給

合 計 企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

職　　　　  員　　　　　数 　　（A）           　  (人）

昇 給 に 係 る 職 員 数     （B）             　（人）

2号給　（人）

4号給　（人）

号給　（人）

号給　（人）

職　　　　  員　　　　　数 　　（A）           　  (人）

昇 給 に 係 る 職 員 数     （B）             　（人）

2号給　（人）

4号給　（人）

号給　（人）

号給　（人）

(５）　特殊勤務手当

支 給 対 象 職 員 １ 人 当 た り

平 均 支 給 月 額 円 ）

代 表 的 な 特 殊 勤 務 手 当 の 名 称 　水道管路維持作業手当等

（ 平 成 年 月 日 現 在 ）

区　　　　　　　　　　　　　　　分

本年度
号  給　数　別　内　訳

比　　　　　　　　率　　　   　（B)/(A)　　　　　 （％）

前年度
号  給　数　別　内　訳

比　　　　　　　　率　　　   　（B)/(A)　　　　　 （％）

区　　　　　　　　　　　　　　分 企 業 職

給 料 総 額 に 対 す る 比 率 （ ％ ）

支 給 対 象 職 員 の 比 率 （ ％ ）

(６）　期末手当・勤勉手当

支 給 率 計
６月　（月分） １２月　（月分） （月分）

(７）　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 最 高 限 度 その他の
（月分） （月分） （月分） （月分） 加算措置等

一般会計の制度
（支給率等）

(８）　その他の手当

通 勤 手 当 〃

地 域 手 当 〃

住 居 手 当 〃

区 分 一般会計の制度との異同 差 異 の 内 容

扶 養 手 当 同　　じ

　定年前早期退職
　特例措置（2％～
　20％加算）

　定年前早期退職
　特例措置（2％～
　20％加算）

支 給 率 等

一 般 会 計 の 制 度 有

（　　　) 内は、再任用職員

区 分 備 考

本 年 度 有

前 年 度 有

区 分
支 給 期 別 支 給 率 職 制 上 の 段 階 ・ 職 務 の

備 考
級 等 に よ る 加 算 措 置
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国庫補助金 企　業　債 そ　の　他

千円 千円 千円

川越市上下水道局

－ － － －
営 業 業 務 委 託

千円 千円 千円

仙 波 浄 水 場

着 水 井 ・ 混 和 池 － － － －
修 繕 工 事

千円 千円 千円

霞 ケ 関 第 二 浄 水 場

№ ４ 配 水 池 － － － －
修 繕 工 事 平成３１年度

千円 千円 千円

平成３０年度
～

平成３１年度

千円 千円 千円

平成３０年度
～

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調　書

千円

左　の　財　源　内　訳

千円

当 該 年 度 以 降 の 支

事　　　項

千円

義 務 発 生 （ 見 込 ） 額 払 義 務 発 生 予 定 額
限　度　額

前年度末までの支払

平成２９年度 ～

契約に基づき決定し
た契約期間中におけ
る委託業務の執行に
要する額

平成３５年度

金　　額期　　間

平成３０年度

期　　間 金　　額

限度額に同じ

（単位　円）

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

イ 電 話 加 入 権

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

減 価 償 却 累 計 額 △35,780,081

建 設 仮 勘 定

減 価 償 却 累 計 額 △58,586,038

工具、器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額 △5,595,700,336

車 両 及 び 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額 △32,512,887,109

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額 △687,126,316

構 築 物

土 地

建 物

平成３０年度　川越市水道事業予定貸借対照表
（平成３１年　３月３１日）

資 産 の 部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産
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水道事業会計

国庫補助金 企　業　債 そ　の　他

千円 千円 千円

川越市上下水道局

－ － － －
営 業 業 務 委 託

千円 千円 千円

仙 波 浄 水 場

着 水 井 ・ 混 和 池 － － － －
修 繕 工 事

千円 千円 千円

霞 ケ 関 第 二 浄 水 場

№ ４ 配 水 池 － － － －
修 繕 工 事 平成３１年度

千円 千円 千円

平成３０年度
～

平成３１年度

千円 千円 千円

平成３０年度
～

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調　書

千円

左　の　財　源　内　訳

千円

当 該 年 度 以 降 の 支

事　　　項

千円

義 務 発 生 （ 見 込 ） 額 払 義 務 発 生 予 定 額
限　度　額

前年度末までの支払

平成２９年度 ～

契約に基づき決定し
た契約期間中におけ
る委託業務の執行に
要する額

平成３５年度

金　　額期　　間

平成３０年度

期　　間 金　　額

限度額に同じ

（単位　円）

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

イ 電 話 加 入 権

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

減 価 償 却 累 計 額 △35,780,081

建 設 仮 勘 定

減 価 償 却 累 計 額 △58,586,038

工具、器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額 △5,595,700,336

車 両 及 び 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額 △32,512,887,109

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額 △687,126,316

構 築 物

土 地

建 物

平成３０年度　川越市水道事業予定貸借対照表
（平成３１年　３月３１日）

資 産 の 部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産
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ロ

イ

イ

ロ

負 債 の 部

貯 蔵 品

資 産 合 計

企 業 債

固 定 負 債

固 定 負 債 合 計

未 収 金

そ の 他 流 動 資 産

流 動 資 産 合 計

貸 倒 引 当 金 △28,989,949

その他無形固定資産

無 形 固 定 資 産 合 計

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

修 繕 引 当 金

引 当 金 合 計

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

現 金 預 金 イ

イ

ロ

前 受 金

引 当 金 合 計

負 債 合 計

そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

未 払 金

企 業 債 合 計

流 動 負 債

繰 延 収 益 合 計

引 当 金

繰 延 収 益

賞 与 引 当 金

法定福利費引当金

△10,306,006,607

376



水道事業会計

ロ

イ

イ

ロ

負 債 の 部

貯 蔵 品

資 産 合 計

企 業 債

固 定 負 債

固 定 負 債 合 計

未 収 金

そ の 他 流 動 資 産

流 動 資 産 合 計

貸 倒 引 当 金 △28,989,949

その他無形固定資産

無 形 固 定 資 産 合 計

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

修 繕 引 当 金

引 当 金 合 計

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

現 金 預 金 イ

イ

ロ

前 受 金

引 当 金 合 計

負 債 合 計

そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

未 払 金

企 業 債 合 計

流 動 負 債

繰 延 収 益 合 計

引 当 金

繰 延 収 益

賞 与 引 当 金

法定福利費引当金

△10,306,006,607
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イ

ロ

ハ

ニ

ホ

イ

ロ

ハ

建 設 改 良 積 立 金

減 債 積 立 金

利 益 剰 余 金 合 計

当 年 度 未 処 分 利 益
剰 余 金

負 債 資 本 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

利 益 剰 余 金

水 道 施 設 加 入 金

そ の 他 負 担 金

資 本 剰 余 金 合 計

寄 附 金

工 事 負 担 金

資 本 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額

資 本 金

剰 余 金

資 本 の 部

注記
１ 重要な会計方針
（１） 資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品　　　　先入先出法による原価法によっている。

（２） 固定資産の減価償却方法
① 有形固定資産

・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
建物　 ６年～５０年
構築物 １０年～６０年
機械及び装置 ８年～２０年
車両及び運搬具 ４年～５年
工具、器具及び備品 ２年～２０年

② 無形固定資産
・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
その他無形固定資産（自己利用のソフトウエア） ５年

（３） 引当金の計上方法
① 退職給付引当金

② 賞与引当金及び法定福利費引当金

③ 修繕引当金

④ 貸倒引当金

（４） 消費税及び地方消費税の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定キャッシュ・フロー計算書等関連
重要な非資金取引

当年度、新たに計上した受贈により取得する資産の額は、６０，６５８，０００円である。

　　職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を計上している。なお、会計基準変更時の
差異（５４２，０４０，０００円）については、平成２６年度から職員の退職までの平均残余勤務年数内の一定の年数（５年）にわたり均等額を費用処
理している。

　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給並びにこれらに係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年
度の負担に属する額(１２月から３月までの４か月分)を計上している。

　　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を検討し、回収不能見込み額を計上している。

　　従前の例により取り崩すため、平成２６年３月３１日において計上されている修繕引当金を引き続き計上している。
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水道事業会計

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

イ

ロ

ハ

建 設 改 良 積 立 金

減 債 積 立 金

利 益 剰 余 金 合 計

当 年 度 未 処 分 利 益
剰 余 金

負 債 資 本 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

利 益 剰 余 金

水 道 施 設 加 入 金

そ の 他 負 担 金

資 本 剰 余 金 合 計

寄 附 金

工 事 負 担 金

資 本 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額

資 本 金

剰 余 金

資 本 の 部

注記
１ 重要な会計方針
（１） 資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品　　　　先入先出法による原価法によっている。

（２） 固定資産の減価償却方法
① 有形固定資産

・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
建物　 ６年～５０年
構築物 １０年～６０年
機械及び装置 ８年～２０年
車両及び運搬具 ４年～５年
工具、器具及び備品 ２年～２０年

② 無形固定資産
・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
その他無形固定資産（自己利用のソフトウエア） ５年

（３） 引当金の計上方法
① 退職給付引当金

② 賞与引当金及び法定福利費引当金

③ 修繕引当金

④ 貸倒引当金

（４） 消費税及び地方消費税の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定キャッシュ・フロー計算書等関連
重要な非資金取引

当年度、新たに計上した受贈により取得する資産の額は、６０，６５８，０００円である。

　　職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を計上している。なお、会計基準変更時の
差異（５４２，０４０，０００円）については、平成２６年度から職員の退職までの平均残余勤務年数内の一定の年数（５年）にわたり均等額を費用処
理している。

　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給並びにこれらに係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年
度の負担に属する額(１２月から３月までの４か月分)を計上している。

　　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を検討し、回収不能見込み額を計上している。

　　従前の例により取り崩すため、平成２６年３月３１日において計上されている修繕引当金を引き続き計上している。
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３ リース契約により使用する固定資産
（１） リース取引の処理方法

  なお、所有権移転ファイナンス・リース取引により使用する固定資産はない。

（２） 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料相当額
１年内 １０，１８２，１６８円
１年超 １４，３４９，４７４円

計 ２４，５３１，６４２円

（３） オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料相当額
１年内 　　　２，７９６，７６８円
１年超                   ３，９６２，０８８円

計 　　　６，７５８，８５６円

４ その他の注記
引当金の取崩し

（１） 退職給付引当金の取崩し
　平成３０年度において、退職手当支給のため、退職給付引当金９０，１２０，２５９円を取り崩す。

（２） 賞与引当金の取崩し
　平成３０年度において、期末手当及び勤勉手当支給のため、賞与引当金４０，２０４，０００円を取り崩す。

（３） 法定福利費引当金の取崩し
　平成３０年度において、法定福利費支出のため、法定福利費引当金８，８２９，０５６円を取り崩す。

（４） 修繕引当金の取崩し
　平成３０年度において、修繕費支出のため、修繕引当金２０，０００，０００円を取り崩す。

（５） 貸倒引当金の取崩し
　平成３０年度において、不納欠損処分に係るものとして、貸倒引当金６，３６３，７２８円を取り崩す。

  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、地方公営企業法施行規則第５５条の規定を適用し、すべて通常の賃貸借取引に係る方法に
準じた会計処理を行っている。

(単位　円)

雑 収 益

平成２９年度　川越市水道事業予定損益計算書
（平成２９年　４月　１日から平成３０年　３月３１日まで）

営 業 収 益

給 水 収 益

受 託 工 事 収 益

その他の営業収益

営 業 費 用

原 水 及 び 浄 水 費

配 水 及 び 給 水 費

受 託 工 事 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

そ の 他 営 業 費 用

営 業 利 益

営 業 外 収 益

受取利息及び配当金

長 期 前 受 金 戻 入

他 会 計 負 担 金
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３ リース契約により使用する固定資産
（１） リース取引の処理方法

  なお、所有権移転ファイナンス・リース取引により使用する固定資産はない。

（２） 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料相当額
１年内 １０，１８２，１６８円
１年超 １４，３４９，４７４円

計 ２４，５３１，６４２円

（３） オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料相当額
１年内 　　　２，７９６，７６８円
１年超                   ３，９６２，０８８円

計 　　　６，７５８，８５６円

４ その他の注記
引当金の取崩し

（１） 退職給付引当金の取崩し
　平成３０年度において、退職手当支給のため、退職給付引当金９０，１２０，２５９円を取り崩す。

（２） 賞与引当金の取崩し
　平成３０年度において、期末手当及び勤勉手当支給のため、賞与引当金４０，２０４，０００円を取り崩す。

（３） 法定福利費引当金の取崩し
　平成３０年度において、法定福利費支出のため、法定福利費引当金８，８２９，０５６円を取り崩す。

（４） 修繕引当金の取崩し
　平成３０年度において、修繕費支出のため、修繕引当金２０，０００，０００円を取り崩す。

（５） 貸倒引当金の取崩し
　平成３０年度において、不納欠損処分に係るものとして、貸倒引当金６，３６３，７２８円を取り崩す。

  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、地方公営企業法施行規則第５５条の規定を適用し、すべて通常の賃貸借取引に係る方法に
準じた会計処理を行っている。

(単位　円)

雑 収 益

平成２９年度　川越市水道事業予定損益計算書
（平成２９年　４月　１日から平成３０年　３月３１日まで）

営 業 収 益

給 水 収 益

受 託 工 事 収 益

その他の営業収益

営 業 費 用

原 水 及 び 浄 水 費

配 水 及 び 給 水 費

受 託 工 事 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

そ の 他 営 業 費 用

営 業 利 益

営 業 外 収 益

受取利息及び配当金

長 期 前 受 金 戻 入

他 会 計 負 担 金
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変 動 額

その他未処分利益剰余金

営 業 外 費 用

支払利息及び企業債

取 扱 諸 費

雑 支 出

経 常 利 益

特 別 利 益

過年度損益修正益

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損

過年度損益修正損

そ の 他 特 別 損 失 △114,460,000

予 備 費

前年度繰越利益剰余金

当年度未処分利益剰余金

予 備 費

当 年 度 純 利 益

（単位　円）

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

イ

平成２９年度　川越市水道事業予定貸借対照表
（平成３０年　３月３１日）

資 産 の 部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

減 価 償 却 累 計 額 △660,751,316

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額 △31,159,145,109

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額 △5,226,740,336

車 両 及 び 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額 △58,188,038

工具、器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額 △34,536,081

建 設 仮 勘 定

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権
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変 動 額

その他未処分利益剰余金

営 業 外 費 用

支払利息及び企業債

取 扱 諸 費

雑 支 出

経 常 利 益

特 別 利 益

過年度損益修正益

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損

過年度損益修正損

そ の 他 特 別 損 失 △114,460,000

予 備 費

前年度繰越利益剰余金

当年度未処分利益剰余金

予 備 費

当 年 度 純 利 益

（単位　円）

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

イ

平成２９年度　川越市水道事業予定貸借対照表
（平成３０年　３月３１日）

資 産 の 部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

減 価 償 却 累 計 額 △660,751,316

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額 △31,159,145,109

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額 △5,226,740,336

車 両 及 び 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額 △58,188,038

工具、器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額 △34,536,081

建 設 仮 勘 定

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権
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ロ

イ

イ

ロ

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

現 金 預 金

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

修 繕 引 当 金

その他無形固定資産

無 形 固 定 資 産 合 計

未 収 金

そ の 他 流 動 資 産

流 動 資 産 合 計

貸 倒 引 当 金 △27,636,677

企 業 債

固 定 負 債

負 債 の 部

貯 蔵 品

資 産 合 計

イ

イ

ロ

△9,886,745,607

引 当 金 合 計

繰 延 収 益 合 計

引 当 金

繰 延 収 益

賞 与 引 当 金

法定福利費引当金

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

未 払 金

企 業 債 合 計

負 債 合 計

そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

前 受 金

引 当 金 合 計
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ロ

イ

イ

ロ

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

現 金 預 金

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

修 繕 引 当 金

その他無形固定資産

無 形 固 定 資 産 合 計

未 収 金

そ の 他 流 動 資 産

流 動 資 産 合 計

貸 倒 引 当 金 △27,636,677

企 業 債

固 定 負 債

負 債 の 部

貯 蔵 品

資 産 合 計

イ

イ

ロ

△9,886,745,607

引 当 金 合 計

繰 延 収 益 合 計

引 当 金

繰 延 収 益

賞 与 引 当 金

法定福利費引当金

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

未 払 金

企 業 債 合 計

負 債 合 計

そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

前 受 金

引 当 金 合 計
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イ

ロ

ハ

ニ

ホ

イ

ロ

ハ

資 本 の 部

資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額

寄 附 金

工 事 負 担 金

利 益 剰 余 金

水 道 施 設 加 入 金

そ の 他 負 担 金

資 本 剰 余 金 合 計

負 債 資 本 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

当 年 度 未 処 分 利 益
剰 余 金

建 設 改 良 積 立 金

減 債 積 立 金

注記
１ 重要な会計方針
（１） 資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品　　　　先入先出法による原価法によっている。

（２） 固定資産の減価償却方法
① 有形固定資産

・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
建物　 ６年～５０年
構築物 １０年～６０年
機械及び装置 ８年～２０年
車両及び運搬具 ４年～５年
工具、器具及び備品 ２年～２０年

② 無形固定資産
・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
その他無形固定資産（自己利用のソフトウエア） ５年

（３） 引当金の計上方法
① 退職給付引当金

② 賞与引当金及び法定福利費引当金

③ 修繕引当金

④ 貸倒引当金

（４） 消費税及び地方消費税の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定キャッシュ・フロー計算書等関連
重要な非資金取引

当年度、新たに計上した受贈により取得する資産の額は、５９，４９０，１８６円である。

　　職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を計上している。なお、会計基準変更時の
差異（５４２，０４０，０００円）については、平成２６年度から職員の退職までの平均残余勤務年数内の一定の年数（５年）にわたり均等額を費用処
理している。

　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給並びにこれらに係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年
度の負担に属する額(１２月から３月までの４か月分)を計上している。

　　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を検討し、回収不能見込み額を計上している。

　　従前の例により取り崩すため、平成２６年３月３１日において計上されている修繕引当金を引き続き計上している。
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イ

ロ

ハ

ニ

ホ

イ

ロ

ハ

資 本 の 部

資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額

寄 附 金

工 事 負 担 金

利 益 剰 余 金

水 道 施 設 加 入 金

そ の 他 負 担 金

資 本 剰 余 金 合 計

負 債 資 本 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

当 年 度 未 処 分 利 益
剰 余 金

建 設 改 良 積 立 金

減 債 積 立 金

注記
１ 重要な会計方針
（１） 資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品　　　　先入先出法による原価法によっている。

（２） 固定資産の減価償却方法
① 有形固定資産

・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
建物　 ６年～５０年
構築物 １０年～６０年
機械及び装置 ８年～２０年
車両及び運搬具 ４年～５年
工具、器具及び備品 ２年～２０年

② 無形固定資産
・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
その他無形固定資産（自己利用のソフトウエア） ５年

（３） 引当金の計上方法
① 退職給付引当金

② 賞与引当金及び法定福利費引当金

③ 修繕引当金

④ 貸倒引当金

（４） 消費税及び地方消費税の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定キャッシュ・フロー計算書等関連
重要な非資金取引

当年度、新たに計上した受贈により取得する資産の額は、５９，４９０，１８６円である。

　　職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を計上している。なお、会計基準変更時の
差異（５４２，０４０，０００円）については、平成２６年度から職員の退職までの平均残余勤務年数内の一定の年数（５年）にわたり均等額を費用処
理している。

　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給並びにこれらに係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年
度の負担に属する額(１２月から３月までの４か月分)を計上している。

　　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を検討し、回収不能見込み額を計上している。

　　従前の例により取り崩すため、平成２６年３月３１日において計上されている修繕引当金を引き続き計上している。
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３ リース契約により使用する固定資産
（１） リース取引の処理方法

  なお、所有権移転ファイナンス・リース取引により使用する固定資産はない。

（２） リース資産に係る経過措置

（３） 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料相当額
１年内 １１，５２１，４４０円
１年超 １７，７９３，２１６円

計 ２９，３１４，６５６円

（４） オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料相当額
１年内 　　２，７９６，７６８円
１年超                   ６，７５８，８５６円

計 　　　９，５５５，６２４円

４ その他の注記
引当金の取崩し

（１） 退職給付引当金の取崩し
　平成２９年度において、退職手当支給のため、退職給付引当金６３，４２３，９７１円を取り崩す。

（２） 賞与引当金の取崩し
　平成２９年度において、期末手当及び勤勉手当支給のため、賞与引当金３６，１４７，３１７円を取り崩す。

（３） 法定福利費引当金の取崩し
　平成２９年度において、法定福利費支出のため、法定福利費引当金６，６７９，９３３円を取り崩す。

（４） 修繕引当金の取崩し
　平成２９年度において、修繕費支出のため、修繕引当金２０，０００，０００円を取り崩す。

（５） 貸倒引当金の取崩し
　平成２９年度において、不納欠損処分に係るものとして、貸倒引当金６，６５３，１６１円を取り崩す。

  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、地方公営企業法施行規則第５５条の規定を適用し、すべて通常の賃貸借取引に係る方法に
準じた会計処理を行っている。

  リース取引開始日が平成２６年３月３１日以前のリース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

（款） １水道事業収益 （項） １営業収益 （単位：千円）

給水収益 水道料金 １水道料金

受託工事収益 手数料 １設計審査手数料（新設・改造）

２工事完成検査手数料

その他の営業収益 △ 11,370 他会計負担金 １消防施設維持管理費負担金

２公共下水道事業会計負担金

手数料 １諸証明手数料

水道利用加入金 １水道利用加入金

その他工事収益 １修繕工事収益

２切回し工事収益

計

本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

（参考）

平　成　３　０　年　度　予　算　積　算　資　料　（　当　初　）
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３ リース契約により使用する固定資産
（１） リース取引の処理方法

  なお、所有権移転ファイナンス・リース取引により使用する固定資産はない。

（２） リース資産に係る経過措置

（３） 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料相当額
１年内 １１，５２１，４４０円
１年超 １７，７９３，２１６円

計 ２９，３１４，６５６円

（４） オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料相当額
１年内 　　２，７９６，７６８円
１年超                   ６，７５８，８５６円

計 　　　９，５５５，６２４円

４ その他の注記
引当金の取崩し

（１） 退職給付引当金の取崩し
　平成２９年度において、退職手当支給のため、退職給付引当金６３，４２３，９７１円を取り崩す。

（２） 賞与引当金の取崩し
　平成２９年度において、期末手当及び勤勉手当支給のため、賞与引当金３６，１４７，３１７円を取り崩す。

（３） 法定福利費引当金の取崩し
　平成２９年度において、法定福利費支出のため、法定福利費引当金６，６７９，９３３円を取り崩す。

（４） 修繕引当金の取崩し
　平成２９年度において、修繕費支出のため、修繕引当金２０，０００，０００円を取り崩す。

（５） 貸倒引当金の取崩し
　平成２９年度において、不納欠損処分に係るものとして、貸倒引当金６，６５３，１６１円を取り崩す。

  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、地方公営企業法施行規則第５５条の規定を適用し、すべて通常の賃貸借取引に係る方法に
準じた会計処理を行っている。

  リース取引開始日が平成２６年３月３１日以前のリース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

（款） １水道事業収益 （項） １営業収益 （単位：千円）

給水収益 水道料金 １水道料金

受託工事収益 手数料 １設計審査手数料（新設・改造）

２工事完成検査手数料

その他の営業収益 △ 11,370 他会計負担金 １消防施設維持管理費負担金

２公共下水道事業会計負担金

手数料 １諸証明手数料

水道利用加入金 １水道利用加入金

その他工事収益 １修繕工事収益

２切回し工事収益

計

本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

（参考）

平　成　３　０　年　度　予　算　積　算　資　料　（　当　初　）
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（款） １水道事業収益 （項） ２営業外収益 （単位：千円）

受取利息及び配当金 預金利息 １預金利息

他会計負担金 一般会計負担金 １児童手当負担金

長期前受金戻入 △ 5,096 国庫補助金長期前受金戻入 １国庫補助金長期前受金戻入

県費補助金長期前受金戻入 １県費補助金長期前受金戻入

受贈財産評価額長期前受金 １受贈財産評価額長期前受金戻入

戻入

寄附金長期前受金戻入 １寄附金長期前受金戻入

工事負担金長期前受金戻入 １工事負担金長期前受金戻入

水道施設加入金長期前受金 １水道施設加入金長期前受金戻入

戻入

その他負担金長期前受金戻 １消火栓設置費負担金長期前受金戻入

入 ５児童手当負担金長期前受金戻入

雑収益 不用品売却収益 １不用品売却収益

その他雑収益 １給水工事関係雑収益

３賠償金

５用地使用料

10竹野地区検針データ使用料

11水道技術管理者資格取得講習会受託収益

13還付不能金

15職員駐車場登録料

16自動販売機賃貸料

19その他雑収益

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計

（款） １水道事業収益 （項） ３特別利益 （単位：千円）

過年度損益修正益 過年度損益修正益 １過年度損益修正益

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

計

説 明
区 分 金 額
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（款） １水道事業収益 （項） ２営業外収益 （単位：千円）

受取利息及び配当金 預金利息 １預金利息

他会計負担金 一般会計負担金 １児童手当負担金

長期前受金戻入 △ 5,096 国庫補助金長期前受金戻入 １国庫補助金長期前受金戻入

県費補助金長期前受金戻入 １県費補助金長期前受金戻入

受贈財産評価額長期前受金 １受贈財産評価額長期前受金戻入

戻入

寄附金長期前受金戻入 １寄附金長期前受金戻入

工事負担金長期前受金戻入 １工事負担金長期前受金戻入

水道施設加入金長期前受金 １水道施設加入金長期前受金戻入

戻入

その他負担金長期前受金戻 １消火栓設置費負担金長期前受金戻入

入 ５児童手当負担金長期前受金戻入

雑収益 不用品売却収益 １不用品売却収益

その他雑収益 １給水工事関係雑収益

３賠償金

５用地使用料

10竹野地区検針データ使用料

11水道技術管理者資格取得講習会受託収益

13還付不能金

15職員駐車場登録料

16自動販売機賃貸料

19その他雑収益

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計

（款） １水道事業収益 （項） ３特別利益 （単位：千円）

過年度損益修正益 過年度損益修正益 １過年度損益修正益

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

計

説 明
区 分 金 額
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（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

１ 原水及び浄水費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○第三次浄水場整備事業
１ 管理職手当 20委託料
２ 扶養手当 23修繕費
３ 地域手当
４ 住居手当 ○浄水場運転事業
５ 通勤手当 14備消品費
７ 時間外勤務手当 15燃料費
８ 夜間勤務手当 18通信運搬費
９ 休日勤務手当 20委託料

管理職員特別勤務手当 21手数料
期末手当 27動力費
勤勉手当 28薬品費
児童手当 38受水費

３ 賞与引当金繰入額 39保険料
１ 賞与引当金繰入額（期末手当）
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ○原水浄水施設維持事業

６ 法定福利費 20委託料
１ 市町村職員共済組合負担金 22賃借料
２ 災害補償基金負担金 23修繕費

７ 法定福利費引当金繰入額
１ 法定福利費引当金繰入額 ○原水浄水共通事務

８ 旅費 ８旅費
２ 普通旅費 13被服費
被服費 14備消品費
１ 被服費 15燃料費
備消品費 16光熱水費
２ 消耗品購入費 18通信運搬費
３ 図書購入費 20委託料

金 額

収　　益　　的　　支　　出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分

（単位：千円）

４ 工具等購入費 23修繕費
５ 複写機使用料 39保険料
燃料費 40負担金補助及び交付金
１ 諸車燃料費
２ 機械用燃料費 ○職員給与費
光熱水費 １給料
２ ガス料金 ２手当等
３ 下水道使用料 ３賞与引当金繰入額
通信運搬費 ６法定福利費
１ 電話料 ７法定福利費引当金繰入額
２ 特定通信回線使用料
３ 一般郵便料
委託料
１ 業務委託料
２ 設計監理委託料
手数料
１ 手数料
賃借料
１ 用地借上料
修繕費
１ 建物修繕費
２ 構築物修繕費
３ 機械及び装置修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
動力費
１ 動力費
薬品費
１ 薬品費
受水費
１ 受水費
保険料
１ 自動車保険料
３ 施設保険料
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（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

１ 原水及び浄水費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○第三次浄水場整備事業
１ 管理職手当 20委託料
２ 扶養手当 23修繕費
３ 地域手当
４ 住居手当 ○浄水場運転事業
５ 通勤手当 14備消品費
７ 時間外勤務手当 15燃料費
８ 夜間勤務手当 18通信運搬費
９ 休日勤務手当 20委託料

管理職員特別勤務手当 21手数料
期末手当 27動力費
勤勉手当 28薬品費
児童手当 38受水費

３ 賞与引当金繰入額 39保険料
１ 賞与引当金繰入額（期末手当）
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ○原水浄水施設維持事業

６ 法定福利費 20委託料
１ 市町村職員共済組合負担金 22賃借料
２ 災害補償基金負担金 23修繕費

７ 法定福利費引当金繰入額
１ 法定福利費引当金繰入額 ○原水浄水共通事務

８ 旅費 ８旅費
２ 普通旅費 13被服費
被服費 14備消品費
１ 被服費 15燃料費
備消品費 16光熱水費
２ 消耗品購入費 18通信運搬費
３ 図書購入費 20委託料

金 額

収　　益　　的　　支　　出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分

（単位：千円）

４ 工具等購入費 23修繕費
５ 複写機使用料 39保険料
燃料費 40負担金補助及び交付金
１ 諸車燃料費
２ 機械用燃料費 ○職員給与費
光熱水費 １給料
２ ガス料金 ２手当等
３ 下水道使用料 ３賞与引当金繰入額
通信運搬費 ６法定福利費
１ 電話料 ７法定福利費引当金繰入額
２ 特定通信回線使用料
３ 一般郵便料
委託料
１ 業務委託料
２ 設計監理委託料
手数料
１ 手数料
賃借料
１ 用地借上料
修繕費
１ 建物修繕費
２ 構築物修繕費
３ 機械及び装置修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
動力費
１ 動力費
薬品費
１ 薬品費
受水費
１ 受水費
保険料
１ 自動車保険料
３ 施設保険料
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（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

負担金補助及び交付金
１ 負担金

２ 配水及び給水費 △71,065 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○配水維持管理共通事務
１ 管理職手当 ８旅費
２ 扶養手当 13被服費
３ 地域手当 14備消品費
４ 住居手当 15燃料費
５ 通勤手当 16光熱水費
６ 特殊勤務手当 21手数料
７ 時間外勤務手当 23修繕費
８ 夜間勤務手当 29材料費
９ 休日勤務手当 39保険料

管理職員特別勤務手当 40負担金補助及び交付金
期末手当
勤勉手当 ○配水維持管理事業
児童手当 20委託料

３ 賞与引当金繰入額 22賃借料
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） 23修繕費
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） 40負担金補助及び交付金

６ 法定福利費
１ 市町村職員共済組合負担金 ○納金検査事務
２ 災害補償基金負担金 ８旅費

７ 法定福利費引当金繰入額 13被服費
１ 法定福利費引当金繰入額 14備消品費

８ 旅費 15燃料費
２ 普通旅費 17印刷製本費
被服費 18通信運搬費
１ 被服費 23修繕費

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

備消品費 39保険料
１ 備品購入費
２ 消耗品購入費 ○量水器設置事業
３ 図書購入費 23修繕費
４ 工具等購入費
燃料費 ○量水器保守管理事業
１ 諸車燃料費 18通信運搬費
２ 機械用燃料費 20委託料
光熱水費 23修繕費
１ 電気料金 29材料費
印刷製本費
１ 印刷製本費 ○給水装置維持事業
通信運搬費 ８旅費
１ 電話料 13被服費
４ 後納郵便料等 14備消品費
委託料 15燃料費
１ 業務委託料 20委託料
手数料 21手数料
１ 手数料 23修繕費
賃借料 39保険料
１ 用地借上料
６ 工具、器具及び備品借上料 ○職員給与費
修繕費 １給料
２ 構築物修繕費 ２手当等
３ 機械及び装置修繕費 ３賞与引当金繰入額
４ 車両及び運搬具修繕費 ６法定福利費
５ 工具、器具及び備品修繕費 ７法定福利費引当金繰入額
材料費
１ 材料費
保険料
１ 自動車保険料
３ 施設保険料
負担金補助及び交付金
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（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

負担金補助及び交付金
１ 負担金

２ 配水及び給水費 △71,065 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○配水維持管理共通事務
１ 管理職手当 ８旅費
２ 扶養手当 13被服費
３ 地域手当 14備消品費
４ 住居手当 15燃料費
５ 通勤手当 16光熱水費
６ 特殊勤務手当 21手数料
７ 時間外勤務手当 23修繕費
８ 夜間勤務手当 29材料費
９ 休日勤務手当 39保険料

管理職員特別勤務手当 40負担金補助及び交付金
期末手当
勤勉手当 ○配水維持管理事業
児童手当 20委託料

３ 賞与引当金繰入額 22賃借料
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） 23修繕費
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） 40負担金補助及び交付金

６ 法定福利費
１ 市町村職員共済組合負担金 ○納金検査事務
２ 災害補償基金負担金 ８旅費

７ 法定福利費引当金繰入額 13被服費
１ 法定福利費引当金繰入額 14備消品費

８ 旅費 15燃料費
２ 普通旅費 17印刷製本費
被服費 18通信運搬費
１ 被服費 23修繕費

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

備消品費 39保険料
１ 備品購入費
２ 消耗品購入費 ○量水器設置事業
３ 図書購入費 23修繕費
４ 工具等購入費
燃料費 ○量水器保守管理事業
１ 諸車燃料費 18通信運搬費
２ 機械用燃料費 20委託料
光熱水費 23修繕費
１ 電気料金 29材料費
印刷製本費
１ 印刷製本費 ○給水装置維持事業
通信運搬費 ８旅費
１ 電話料 13被服費
４ 後納郵便料等 14備消品費
委託料 15燃料費
１ 業務委託料 20委託料
手数料 21手数料
１ 手数料 23修繕費
賃借料 39保険料
１ 用地借上料
６ 工具、器具及び備品借上料 ○職員給与費
修繕費 １給料
２ 構築物修繕費 ２手当等
３ 機械及び装置修繕費 ３賞与引当金繰入額
４ 車両及び運搬具修繕費 ６法定福利費
５ 工具、器具及び備品修繕費 ７法定福利費引当金繰入額
材料費
１ 材料費
保険料
１ 自動車保険料
３ 施設保険料
負担金補助及び交付金
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（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

１ 負担金
３ 受託工事費 １ 給料 事業別予算の内訳

２ 一般職給
２ 手当等 ○給水申請事務

２ 扶養手当 13被服費
３ 地域手当 14備消品費
４ 住居手当 15燃料費
５ 通勤手当 17印刷製本費
７ 時間外勤務手当 20委託料
８ 夜間勤務手当 22賃借料
９ 休日勤務手当 23修繕費

期末手当 39保険料
勤勉手当
児童手当 ○職員給与費

３ 賞与引当金繰入額 １給料
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） ２手当等
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ３賞与引当金繰入額

６ 法定福利費 ６法定福利費
１ 市町村職員共済組合負担金 ７法定福利費引当金繰入額
２ 災害補償基金負担金

７ 法定福利費引当金繰入額
１ 法定福利費引当金繰入額
被服費
１ 被服費
備消品費
２ 消耗品購入費
３ 図書購入費
燃料費
１ 諸車燃料費
印刷製本費

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

（単位：千円）

１ 印刷製本費
委託料
１ 業務委託料
賃借料
６ 工具、器具及び備品借上料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
保険料
１ 自動車保険料

４ 業務費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○営業共通事務
２ 扶養手当 ８旅費
３ 地域手当 13被服費
４ 住居手当 14備消品費
５ 通勤手当 15燃料費
７ 時間外勤務手当 17印刷製本費
８ 夜間勤務手当 18通信運搬費
９ 休日勤務手当 20委託料

期末手当 21手数料
勤勉手当 23修繕費

３ 賞与引当金繰入額 39保険料
１ 賞与引当金繰入額（期末手当）
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ○職員給与費

６ 法定福利費 １給料
１ 市町村職員共済組合負担金 ２手当等
２ 災害補償基金負担金 ３賞与引当金繰入額

７ 法定福利費引当金繰入額 ６法定福利費
１ 法定福利費引当金繰入額 ７法定福利費引当金繰入額

８ 旅費
２ 普通旅費
被服費
１ 被服費
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水道事業会計

（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

１ 負担金
３ 受託工事費 １ 給料 事業別予算の内訳

２ 一般職給
２ 手当等 ○給水申請事務

２ 扶養手当 13被服費
３ 地域手当 14備消品費
４ 住居手当 15燃料費
５ 通勤手当 17印刷製本費
７ 時間外勤務手当 20委託料
８ 夜間勤務手当 22賃借料
９ 休日勤務手当 23修繕費

期末手当 39保険料
勤勉手当
児童手当 ○職員給与費

３ 賞与引当金繰入額 １給料
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） ２手当等
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ３賞与引当金繰入額

６ 法定福利費 ６法定福利費
１ 市町村職員共済組合負担金 ７法定福利費引当金繰入額
２ 災害補償基金負担金

７ 法定福利費引当金繰入額
１ 法定福利費引当金繰入額
被服費
１ 被服費
備消品費
２ 消耗品購入費
３ 図書購入費
燃料費
１ 諸車燃料費
印刷製本費

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

（単位：千円）

１ 印刷製本費
委託料
１ 業務委託料
賃借料
６ 工具、器具及び備品借上料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
保険料
１ 自動車保険料

４ 業務費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○営業共通事務
２ 扶養手当 ８旅費
３ 地域手当 13被服費
４ 住居手当 14備消品費
５ 通勤手当 15燃料費
７ 時間外勤務手当 17印刷製本費
８ 夜間勤務手当 18通信運搬費
９ 休日勤務手当 20委託料

期末手当 21手数料
勤勉手当 23修繕費

３ 賞与引当金繰入額 39保険料
１ 賞与引当金繰入額（期末手当）
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ○職員給与費

６ 法定福利費 １給料
１ 市町村職員共済組合負担金 ２手当等
２ 災害補償基金負担金 ３賞与引当金繰入額

７ 法定福利費引当金繰入額 ６法定福利費
１ 法定福利費引当金繰入額 ７法定福利費引当金繰入額

８ 旅費
２ 普通旅費
被服費
１ 被服費
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（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

備消品費
２ 消耗品購入費
３ 図書購入費
燃料費
１ 諸車燃料費
印刷製本費
１ 印刷製本費
通信運搬費
１ 電話料
３ 一般郵便料
委託料
１ 業務委託料
手数料
１ 手数料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
保険料
１ 自動車保険料

５ 総係費 １ 給料 事業別予算の内訳
１ 特別職給
２ 一般職給 ○営業共通事務

２ 手当等 42貸倒引当金繰入額
１ 管理職手当
２ 扶養手当 ○職員給与費
３ 地域手当 １給料
４ 住居手当 ２手当等
５ 通勤手当 ３賞与引当金繰入額
７ 時間外勤務手当 ６法定福利費
８ 夜間勤務手当 ７法定福利費引当金繰入額
９ 休日勤務手当 ９退職給付費

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

管理職員特別勤務手当
期末手当 ○臨時職員費用
勤勉手当 ４賃金
児童手当 ６法定福利費

３ 賞与引当金繰入額
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） ○職員福利厚生費
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ８旅費

４ 賃金 11研修費
１ 臨時職員賃金 14備消品費

５ 報酬 20委託料
２ 委員報酬 21手数料

６ 法定福利費 22賃借料
１ 市町村職員共済組合負担金 34厚生費
２ 災害補償基金負担金 39保険料
４ 再任用職員労働保険料
５ 再任用職員社会保険料 ○職員研修事務
６ 臨時職員労働保険料 ８旅費

７ 法定福利費引当金繰入額 11研修費
１ 法定福利費引当金繰入額 14備消品費

８ 旅費 21手数料
２ 普通旅費
４ 費用弁償 ○庁舎財産等管理事業

９ 退職給付費 14備消品費
退職給付引当金繰入額 16光熱水費

研修費 18通信運搬費
１ 職員研修費 20委託料
報償費 22賃借料
１ 報償金 23修繕費
２ 賞賜金 39保険料
被服費 45雑費
１ 被服費
備消品費 ○電算運用管理事業
１ 備品購入費 14備消品費
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水道事業会計

（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

備消品費
２ 消耗品購入費
３ 図書購入費
燃料費
１ 諸車燃料費
印刷製本費
１ 印刷製本費
通信運搬費
１ 電話料
３ 一般郵便料
委託料
１ 業務委託料
手数料
１ 手数料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
保険料
１ 自動車保険料

５ 総係費 １ 給料 事業別予算の内訳
１ 特別職給
２ 一般職給 ○営業共通事務

２ 手当等 42貸倒引当金繰入額
１ 管理職手当
２ 扶養手当 ○職員給与費
３ 地域手当 １給料
４ 住居手当 ２手当等
５ 通勤手当 ３賞与引当金繰入額
７ 時間外勤務手当 ６法定福利費
８ 夜間勤務手当 ７法定福利費引当金繰入額
９ 休日勤務手当 ９退職給付費

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

管理職員特別勤務手当
期末手当 ○臨時職員費用
勤勉手当 ４賃金
児童手当 ６法定福利費

３ 賞与引当金繰入額
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） ○職員福利厚生費
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ８旅費

４ 賃金 11研修費
１ 臨時職員賃金 14備消品費

５ 報酬 20委託料
２ 委員報酬 21手数料

６ 法定福利費 22賃借料
１ 市町村職員共済組合負担金 34厚生費
２ 災害補償基金負担金 39保険料
４ 再任用職員労働保険料
５ 再任用職員社会保険料 ○職員研修事務
６ 臨時職員労働保険料 ８旅費

７ 法定福利費引当金繰入額 11研修費
１ 法定福利費引当金繰入額 14備消品費

８ 旅費 21手数料
２ 普通旅費
４ 費用弁償 ○庁舎財産等管理事業

９ 退職給付費 14備消品費
退職給付引当金繰入額 16光熱水費

研修費 18通信運搬費
１ 職員研修費 20委託料
報償費 22賃借料
１ 報償金 23修繕費
２ 賞賜金 39保険料
被服費 45雑費
１ 被服費
備消品費 ○電算運用管理事業
１ 備品購入費 14備消品費
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（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

２ 消耗品購入費 20委託料
３ 図書購入費 22賃借料
燃料費 23修繕費
１ 諸車燃料費 40負担金補助及び交付金
２ 機械用燃料費
３ 庁舎用燃料費 ○契約事務
光熱水費 17印刷製本費
１ 電気料金 22賃借料
２ ガス料金 40負担金補助及び交付金
３ 下水道使用料
印刷製本費 ○総務共通事務
１ 印刷製本費 ５報酬
通信運搬費 ８旅費
１ 電話料 12報償費
２ 特定通信回線使用料 14備消品費
３ 一般郵便料 15燃料費
４ 後納郵便料等 18通信運搬費
５ 電信費 20委託料
広告料 21手数料
１ 広告料 22賃借料
委託料 23修繕費
１ 業務委託料 30補償金
３ 施設備品管理委託料 31交際費
手数料 37会費負担金
１ 手数料 39保険料
賃借料 40負担金補助及び交付金
１ 用地借上料
５ 車両及び運搬具借上料 ○財務共通事務
６ 工具、器具及び備品借上料 ８旅費

その他借上料 13被服費

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

（単位：千円）

修繕費 14備消品費
１ 建物修繕費 17印刷製本費
２ 構築物修繕費 23修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費 ○広報・広聴事業
補償金 12報償費
１ 補償金 14備消品費
交際費 17印刷製本費
１ 交際費 18通信運搬費
厚生費 19広告料
１ 福利厚生費 21手数料
２ 厚生事業補助金 22賃借料
会費負担金 37会費負担金
１ 会費負担金
２ 諸会議参加費 ○経理事務
保険料 14備消品費
１ 自動車保険料 17印刷製本費
２ 貨紙幣類運送保険料 20委託料
３ 施設保険料 21手数料
４ 団体定期保険料 22賃借料
６ 自転車保険料 23修繕費
負担金補助及び交付金 39保険料
１ 負担金 40負担金補助及び交付金
貸倒引当金繰入額
１ 貸倒引当金繰入額（水道料金） ○計画共通事務
雑費 17印刷製本費
１ 自動車重量税 20委託料
２ 放送受信料

６ 減価償却費 △20,564 有形固定資産減価償却費 事業別予算の内訳
１ 建物減価償却費
２ 構築物減価償却費 ○減価償却費
３ 機械及び装置減価償却費 46有形固定資産減価償却費
４ 車両及び運搬具減価償却費 47無形固定資産減価償却費
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水道事業会計

（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

２ 消耗品購入費 20委託料
３ 図書購入費 22賃借料
燃料費 23修繕費
１ 諸車燃料費 40負担金補助及び交付金
２ 機械用燃料費
３ 庁舎用燃料費 ○契約事務
光熱水費 17印刷製本費
１ 電気料金 22賃借料
２ ガス料金 40負担金補助及び交付金
３ 下水道使用料
印刷製本費 ○総務共通事務
１ 印刷製本費 ５報酬
通信運搬費 ８旅費
１ 電話料 12報償費
２ 特定通信回線使用料 14備消品費
３ 一般郵便料 15燃料費
４ 後納郵便料等 18通信運搬費
５ 電信費 20委託料
広告料 21手数料
１ 広告料 22賃借料
委託料 23修繕費
１ 業務委託料 30補償金
３ 施設備品管理委託料 31交際費
手数料 37会費負担金
１ 手数料 39保険料
賃借料 40負担金補助及び交付金
１ 用地借上料
５ 車両及び運搬具借上料 ○財務共通事務
６ 工具、器具及び備品借上料 ８旅費

その他借上料 13被服費

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

（単位：千円）

修繕費 14備消品費
１ 建物修繕費 17印刷製本費
２ 構築物修繕費 23修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費 ○広報・広聴事業
補償金 12報償費
１ 補償金 14備消品費
交際費 17印刷製本費
１ 交際費 18通信運搬費
厚生費 19広告料
１ 福利厚生費 21手数料
２ 厚生事業補助金 22賃借料
会費負担金 37会費負担金
１ 会費負担金
２ 諸会議参加費 ○経理事務
保険料 14備消品費
１ 自動車保険料 17印刷製本費
２ 貨紙幣類運送保険料 20委託料
３ 施設保険料 21手数料
４ 団体定期保険料 22賃借料
６ 自転車保険料 23修繕費
負担金補助及び交付金 39保険料
１ 負担金 40負担金補助及び交付金
貸倒引当金繰入額
１ 貸倒引当金繰入額（水道料金） ○計画共通事務
雑費 17印刷製本費
１ 自動車重量税 20委託料
２ 放送受信料

６ 減価償却費 △20,564 有形固定資産減価償却費 事業別予算の内訳
１ 建物減価償却費
２ 構築物減価償却費 ○減価償却費
３ 機械及び装置減価償却費 46有形固定資産減価償却費
４ 車両及び運搬具減価償却費 47無形固定資産減価償却費
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（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

５ 工具、器具及び備品減価償却費
無形固定資産減価償却費

その他無形固定資産減価償却費
７ 資産減耗費 有形固定資産除却費 事業別予算の内訳

２ 構築物除却費
３ 機械及び装置除却費 ○配水管布設替事業
５ 工具、器具及び備品除却費 48有形固定資産除却費

○資産減耗費
48有形固定資産除却費

８ その他営業費用 雑支出 事業別予算の内訳
その他雑支出

○その他営業費用
51雑支出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計

（款）１水道事業費用 （項）２営業外費用 （単位：千円）

目

１ 支払利息及び企業債取 △16,438 企業債利息 事業別予算の内訳
扱諸費 ２ 第７次拡張事業債

３ 浄水場整備事業債 ○支払利息
４ 配水管更新事業債 52企業債利息

２ 消費税及び地方消費税 消費税及び地方消費税 事業別予算の内訳
１ 消費税及び地方消費税

○消費税及び地方消費税
56消費税及び地方消費税

３ 雑支出 その他雑支出 事業別予算の内訳
その他雑支出

○雑支出
59その他雑支出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計 △6,302
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水道事業会計

（款）１水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

５ 工具、器具及び備品減価償却費
無形固定資産減価償却費

その他無形固定資産減価償却費
７ 資産減耗費 有形固定資産除却費 事業別予算の内訳

２ 構築物除却費
３ 機械及び装置除却費 ○配水管布設替事業
５ 工具、器具及び備品除却費 48有形固定資産除却費

○資産減耗費
48有形固定資産除却費

８ その他営業費用 雑支出 事業別予算の内訳
その他雑支出

○その他営業費用
51雑支出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計

（款）１水道事業費用 （項）２営業外費用 （単位：千円）

目

１ 支払利息及び企業債取 △16,438 企業債利息 事業別予算の内訳
扱諸費 ２ 第７次拡張事業債

３ 浄水場整備事業債 ○支払利息
４ 配水管更新事業債 52企業債利息

２ 消費税及び地方消費税 消費税及び地方消費税 事業別予算の内訳
１ 消費税及び地方消費税

○消費税及び地方消費税
56消費税及び地方消費税

３ 雑支出 その他雑支出 事業別予算の内訳
その他雑支出

○雑支出
59その他雑支出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計 △6,302
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（款）１水道事業費用 （項）３特別損失 （単位：千円）

目

１ 固定資産売却損 △100 有形固定資産売却損 事業別予算の内訳
４ 機械及び装置売却損

○固定資産売却損
61有形固定資産売却損

２ 過年度損益修正損 過年度損益修正損 事業別予算の内訳
１ 過年度損益修正損

○過年度損益修正損
65過年度損益修正損

３ その他特別損失 退職給付費 事業別予算の内訳
１ 退職給付引当金繰入額

○その他特別損失
66退職給付費

（款）１水道事業費用 （項）４予備費 （単位：千円）

目

１ 予備費 予備費 事業別予算の内訳
１ 予備費

○予備費
99予備費

計

説 明
区 分 金 額

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計 △100

（款） １資本的収入 （項） １企業債 （単位：千円）

企業債 △ 100,000 企業債 ４配水管更新事業債

（款） １資本的収入 （項） ２他会計負担金 （単位：千円）

他会計負担金 △ 9,474 他会計負担金 １消火栓設置費負担金

３児童手当負担金

（款） １資本的収入 （項） ３工事負担金 （単位：千円）

工事負担金 工事負担金 １配水補助管布設工事負担金

２配水管移設工事負担金

３配水補助管承認工事負担金

５下水道人孔調整工事負担金

説 明
区 分 金 額

計

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計 △ 9,474

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

計 △ 100,000

資　　本　　的　　収　　入

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額
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水道事業会計

（款）１水道事業費用 （項）３特別損失 （単位：千円）

目

１ 固定資産売却損 △100 有形固定資産売却損 事業別予算の内訳
４ 機械及び装置売却損

○固定資産売却損
61有形固定資産売却損

２ 過年度損益修正損 過年度損益修正損 事業別予算の内訳
１ 過年度損益修正損

○過年度損益修正損
65過年度損益修正損

３ その他特別損失 退職給付費 事業別予算の内訳
１ 退職給付引当金繰入額

○その他特別損失
66退職給付費

（款）１水道事業費用 （項）４予備費 （単位：千円）

目

１ 予備費 予備費 事業別予算の内訳
１ 予備費

○予備費
99予備費

計

説 明
区 分 金 額

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計 △100

（款） １資本的収入 （項） １企業債 （単位：千円）

企業債 △ 100,000 企業債 ４配水管更新事業債

（款） １資本的収入 （項） ２他会計負担金 （単位：千円）

他会計負担金 △ 9,474 他会計負担金 １消火栓設置費負担金

３児童手当負担金

（款） １資本的収入 （項） ３工事負担金 （単位：千円）

工事負担金 工事負担金 １配水補助管布設工事負担金

２配水管移設工事負担金

３配水補助管承認工事負担金

５下水道人孔調整工事負担金

説 明
区 分 金 額

計

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計 △ 9,474

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

計 △ 100,000

資　　本　　的　　収　　入

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額
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（款） １資本的収入 （項） ４水道施設加入金 （単位：千円）

水道施設加入金 水道施設加入金 １水道施設加入金

（款） １資本的収入 （項） ５固定資産売却代金 （単位：千円）

固定資産売却代金 △ 10 固定資産売却代金 ３機械及び装置売却代金

説 明
区 分 金 額

計 △ 10

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計

（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

１ 第三次浄水場整備事業 委託料 事業別予算の内訳
費 ２ 設計監理委託料

工事請負費 ○第三次浄水場整備事業
１ 工事請負費 20委託料

26工事請負費

２ 配水管布設費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○管網整備事業（布設）
２ 扶養手当 26工事請負費
３ 地域手当
４ 住居手当 ○配水補助管布設事業
５ 通勤手当 26工事請負費
７ 時間外勤務手当
８ 夜間勤務手当 ○大規模開発事業
９ 休日勤務手当 26工事請負費

期末手当
勤勉手当 ○配水管布設共通事務
児童手当 13被服費

６ 法定福利費 14備消品費
１ 市町村職員共済組合負担金 15燃料費
２ 災害補償基金負担金 23修繕費
被服費 39保険料
１ 被服費
備消品費 ○職員給与費
２ 消耗品購入費 １給料
３ 図書購入費 ２手当等
燃料費 ６法定福利費
１ 諸車燃料費
修繕費

金 額

資　　本　　的　　支　　出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分
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水道事業会計

（款） １資本的収入 （項） ４水道施設加入金 （単位：千円）

水道施設加入金 水道施設加入金 １水道施設加入金

（款） １資本的収入 （項） ５固定資産売却代金 （単位：千円）

固定資産売却代金 △ 10 固定資産売却代金 ３機械及び装置売却代金

説 明
区 分 金 額

計 △ 10

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計

（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

１ 第三次浄水場整備事業 委託料 事業別予算の内訳
費 ２ 設計監理委託料

工事請負費 ○第三次浄水場整備事業
１ 工事請負費 20委託料

26工事請負費

２ 配水管布設費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○管網整備事業（布設）
２ 扶養手当 26工事請負費
３ 地域手当
４ 住居手当 ○配水補助管布設事業
５ 通勤手当 26工事請負費
７ 時間外勤務手当
８ 夜間勤務手当 ○大規模開発事業
９ 休日勤務手当 26工事請負費

期末手当
勤勉手当 ○配水管布設共通事務
児童手当 13被服費

６ 法定福利費 14備消品費
１ 市町村職員共済組合負担金 15燃料費
２ 災害補償基金負担金 23修繕費
被服費 39保険料
１ 被服費
備消品費 ○職員給与費
２ 消耗品購入費 １給料
３ 図書購入費 ２手当等
燃料費 ６法定福利費
１ 諸車燃料費
修繕費

金 額

資　　本　　的　　支　　出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分
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（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
工事請負費
１ 工事請負費
保険料
１ 自動車保険料

３ 配水管改良費 △258,112 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○配水管更新事業
１ 管理職手当 20委託料
２ 扶養手当 26工事請負費
３ 地域手当 30補償金
４ 住居手当
５ 通勤手当 ○配水管布設替事業
７ 時間外勤務手当 26工事請負費
８ 夜間勤務手当 30補償金
９ 休日勤務手当 40負担金補助及び交付金

管理職員特別勤務手当
期末手当 ○配水管改良共通事務
勤勉手当 ８旅費
児童手当 13被服費

６ 法定福利費 14備消品費
１ 市町村職員共済組合負担金 15燃料費
２ 災害補償基金負担金 18通信運搬費

８ 旅費 20委託料
２ 普通旅費 22賃借料
被服費 23修繕費
１ 被服費 29材料費
備消品費 39保険料
１ 備品購入費 40負担金補助及び交付金

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

２ 消耗品購入費
３ 図書購入費 ○職員給与費
４ 工具等購入費 １給料
５ 複写機使用料 ２手当等
燃料費 ６法定福利費
１ 諸車燃料費
通信運搬費
１ 電話料
委託料
１ 業務委託料
２ 設計監理委託料
賃借料
６ 工具、器具及び備品借上料

その他借上料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
工事請負費
１ 工事請負費
材料費
１ 材料費
補償金
１ 補償金
保険料
１ 自動車保険料
負担金補助及び交付金
１ 負担金

４ 新営改築費 △138,553 工事請負費 事業別予算の内訳
１ 工事請負費

○原水浄水施設改良事業
26工事請負費

○庁舎財産等管理事業
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水道事業会計

（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
工事請負費
１ 工事請負費
保険料
１ 自動車保険料

３ 配水管改良費 △258,112 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○配水管更新事業
１ 管理職手当 20委託料
２ 扶養手当 26工事請負費
３ 地域手当 30補償金
４ 住居手当
５ 通勤手当 ○配水管布設替事業
７ 時間外勤務手当 26工事請負費
８ 夜間勤務手当 30補償金
９ 休日勤務手当 40負担金補助及び交付金

管理職員特別勤務手当
期末手当 ○配水管改良共通事務
勤勉手当 ８旅費
児童手当 13被服費

６ 法定福利費 14備消品費
１ 市町村職員共済組合負担金 15燃料費
２ 災害補償基金負担金 18通信運搬費

８ 旅費 20委託料
２ 普通旅費 22賃借料
被服費 23修繕費
１ 被服費 29材料費
備消品費 39保険料
１ 備品購入費 40負担金補助及び交付金

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

２ 消耗品購入費
３ 図書購入費 ○職員給与費
４ 工具等購入費 １給料
５ 複写機使用料 ２手当等
燃料費 ６法定福利費
１ 諸車燃料費
通信運搬費
１ 電話料
委託料
１ 業務委託料
２ 設計監理委託料
賃借料
６ 工具、器具及び備品借上料

その他借上料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
工事請負費
１ 工事請負費
材料費
１ 材料費
補償金
１ 補償金
保険料
１ 自動車保険料
負担金補助及び交付金
１ 負担金

４ 新営改築費 △138,553 工事請負費 事業別予算の内訳
１ 工事請負費

○原水浄水施設改良事業
26工事請負費

○庁舎財産等管理事業
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（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

26工事請負費

５ 量水器費 量水器費 事業別予算の内訳
１ 量水器費

○量水器設置事業
71量水器費

６ 固定資産購入費 △2,608 委託料 事業別予算の内訳
１ 業務委託料
有形固定資産購入費 ○配水維持管理共通事務
６ 工具、器具及び備品購入費 72有形固定資産購入費

○給水申請事務
72有形固定資産購入費

○給水装置維持事業
72有形固定資産購入費

○庁舎財産等管理事業
72有形固定資産購入費

○契約事務
20委託料

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計 △136,546

（款）１資本的支出 （項）２企業債償還金 （単位：千円）

目

１ 企業債償還金 △14,429 企業債償還金 事業別予算の内訳
２ 第７次拡張事業債
３ 浄水場整備事業債 ○企業債償還金
４ 配水管更新事業 81企業債償還金

（款）１資本的支出 （項）３予備費 （単位：千円）

目

１ 予備費 予備費 事業別予算の内訳
１ 予備費

○予備費
99予備費

計

説 明
区 分 金 額

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計 △14,429

410



水道事業会計

（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

26工事請負費

５ 量水器費 量水器費 事業別予算の内訳
１ 量水器費

○量水器設置事業
71量水器費

６ 固定資産購入費 △2,608 委託料 事業別予算の内訳
１ 業務委託料
有形固定資産購入費 ○配水維持管理共通事務
６ 工具、器具及び備品購入費 72有形固定資産購入費

○給水申請事務
72有形固定資産購入費

○給水装置維持事業
72有形固定資産購入費

○庁舎財産等管理事業
72有形固定資産購入費

○契約事務
20委託料

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計 △136,546

（款）１資本的支出 （項）２企業債償還金 （単位：千円）

目

１ 企業債償還金 △14,429 企業債償還金 事業別予算の内訳
２ 第７次拡張事業債
３ 浄水場整備事業債 ○企業債償還金
４ 配水管更新事業 81企業債償還金

（款）１資本的支出 （項）３予備費 （単位：千円）

目

１ 予備費 予備費 事業別予算の内訳
１ 予備費

○予備費
99予備費

計

説 明
区 分 金 額

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計 △14,429
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予    定    額 備        考

千円

１ 下 水 道 事 業 収 益

１ 営 業 収 益

１ 下 水 道 使 用 料

２ 雨 水 処 理 負 担 金

３ そ の 他 の 営 業 収 益

２ 営 業 外 収 益

１ 受取利息及び配当金

２ 国 庫 補 助 金

３ 他 会 計 負 担 金

４ 他 会 計 補 助 金

５ 長 期 前 受 金 戻 入

６ 雑 収 益

３ 特 別 利 益

１ 過 年 度 損 益 修 正 益

２ そ の 他 特 別 利 益

平成３０年度　川越市公共下水道事業会計予算実施計画

収  益  的  収  入  及  び  支  出

収             入

款 項 目
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予    定    額 備        考

千円

１ 下 水 道 事 業 収 益

１ 営 業 収 益

１ 下 水 道 使 用 料

２ 雨 水 処 理 負 担 金

３ そ の 他 の 営 業 収 益

２ 営 業 外 収 益

１ 受取利息及び配当金

２ 国 庫 補 助 金

３ 他 会 計 負 担 金

４ 他 会 計 補 助 金

５ 長 期 前 受 金 戻 入

６ 雑 収 益

３ 特 別 利 益

１ 過 年 度 損 益 修 正 益

２ そ の 他 特 別 利 益

平成３０年度　川越市公共下水道事業会計予算実施計画

収  益  的  収  入  及  び  支  出

収             入

款 項 目
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予    定    額 備        考

千円

１ 下 水 道 事 業 費 用

１ 営 業 費 用

１ 管 渠 費

２ ポ ン プ 場 費

３ 普 及 促 進 費

４ 水 質 規 制 費

５ 総 係 費

６
流域下水道管理運営費
負 担 金

７ 減 価 償 却 費

８ 資 産 減 耗 費

９ そ の 他 営 業 費 用

２ 営 業 外 費 用

１
支払利息及び企業債
取 扱 諸 費

２ 排 水 対 策 費

３ 雨 水 対 策 費

４ 消費税及び地方消費税

５ 雑 支 出

３ 特 別 損 失

１ 過 年 度 損 益 修 正 損

２ そ の 他 特 別 損 失

４ 予 備 費

１ 予 備 費

支              出

款 項 目

予    定    額 備        考

千円

１ 資 本 的 収 入

１ 企 業 債

１ 企 業 債

２ 国 庫 補 助 金

１ 国 庫 補 助 金

３ 工 事 負 担 金

１ 工 事 負 担 金

４ 受 益 者 負 担 金

１ 受 益 者 負 担 金

５ 分 担 金

１ 分 担 金

６ 他 会 計 負 担 金

１ 他 会 計 負 担 金

７ 他 会 計 補 助 金

１ 他 会 計 補 助 金

款 項 目

資  本  的  収  入  及  び  支  出

収             入
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予    定    額 備        考

千円

１ 下 水 道 事 業 費 用

１ 営 業 費 用

１ 管 渠 費

２ ポ ン プ 場 費

３ 普 及 促 進 費

４ 水 質 規 制 費

５ 総 係 費

６
流域下水道管理運営費
負 担 金

７ 減 価 償 却 費

８ 資 産 減 耗 費

９ そ の 他 営 業 費 用

２ 営 業 外 費 用

１
支払利息及び企業債
取 扱 諸 費

２ 排 水 対 策 費

３ 雨 水 対 策 費

４ 消費税及び地方消費税

５ 雑 支 出

３ 特 別 損 失

１ 過 年 度 損 益 修 正 損

２ そ の 他 特 別 損 失

４ 予 備 費

１ 予 備 費

支              出

款 項 目

予    定    額 備        考

千円

１ 資 本 的 収 入

１ 企 業 債

１ 企 業 債

２ 国 庫 補 助 金

１ 国 庫 補 助 金

３ 工 事 負 担 金

１ 工 事 負 担 金

４ 受 益 者 負 担 金

１ 受 益 者 負 担 金

５ 分 担 金

１ 分 担 金

６ 他 会 計 負 担 金

１ 他 会 計 負 担 金

７ 他 会 計 補 助 金

１ 他 会 計 補 助 金

款 項 目

資  本  的  収  入  及  び  支  出

収             入
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予    定    額 備        考

千円

１ 資 本 的 支 出

１ 建 設 改 良 費

１ 公共下水道施設拡張費

２ 公共下水道施設改良費

３ 新 営 改 築 費

４ 流 域 下 水 道 費

２ 企 業 債 償 還 金

１ 企 業 債 償 還 金

３ 予 備 費

１ 予 備 費

 支              出

款 項 目

（単位　円）

業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

固定資産除却損

貸倒引当金の増減額（△は減少）

退職給付引当金の増減額（△は減少）

長期前受金戻入額

受取利息及び受取配当金

支払利息

未収金の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

その他

小計

利息及び配当金の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

平成３０年度　川越市公共下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

（平成３０年　４月　１日から平成３１年　３月３１日まで）

△ 20,670,528

△ 596,189

△ 801,076,000

△ 160,000

△ 163,182,811

△ 16,453,000

△ 360,952,000
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予    定    額 備        考

千円

１ 資 本 的 支 出

１ 建 設 改 良 費

１ 公共下水道施設拡張費

２ 公共下水道施設改良費

３ 新 営 改 築 費

４ 流 域 下 水 道 費

２ 企 業 債 償 還 金

１ 企 業 債 償 還 金

３ 予 備 費

１ 予 備 費

 支              出

款 項 目

（単位　円）

業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

固定資産除却損

貸倒引当金の増減額（△は減少）

退職給付引当金の増減額（△は減少）

長期前受金戻入額

受取利息及び受取配当金

支払利息

未収金の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

その他

小計

利息及び配当金の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

平成３０年度　川越市公共下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

（平成３０年　４月　１日から平成３１年　３月３１日まで）

△ 20,670,528

△ 596,189

△ 801,076,000

△ 160,000

△ 163,182,811

△ 16,453,000

△ 360,952,000
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２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

無形固定資産の取得による支出

国庫補助金等による収入

工事負担金の受入による収入

受益者負担金の受入による収入

分担金の受入による収入

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

その他の企業債による収入

財務活動によるキャッシュ・フロー

資金増加額（又は減少額）

資金期首残高

資金期末残高

△ 1,344,174,472

△ 171,760,000

△ 1,245,602,472

△ 1,224,644,000

△ 520,244,000

１　総　　括

特別職 一 般 職 報　　　　酬 給　　　　料 手　　　　当　 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） 　　　（千円） （千円）

合  　　　計

本年度

前年度 資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　　　計

損益勘定支弁職員

備　　考区　  　　    　分

給　  　　　　　　与　  　　　　　　　費
法定福利費

損益勘定支弁職員

合　　　　　計

△ 26,184△ 2,532

給 与 費 明 細 書

△ 24,766△ 17,424 △ 21,852 △ 2,914

△ 5,102

△ 4,428

比 較 資本勘定支弁職員

合　　　　　計

△ 382

△ 18,550 △ 23,652

(　  ）内は、再任用短時間勤務職員(外書き）

職員数
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２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

無形固定資産の取得による支出

国庫補助金等による収入

工事負担金の受入による収入

受益者負担金の受入による収入

分担金の受入による収入

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

その他の企業債による収入

財務活動によるキャッシュ・フロー

資金増加額（又は減少額）

資金期首残高

資金期末残高

△ 1,344,174,472

△ 171,760,000

△ 1,245,602,472

△ 1,224,644,000

△ 520,244,000

１　総　　括

特別職 一 般 職 報　　　　酬 給　　　　料 手　　　　当　 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） 　　　（千円） （千円）

合  　　　計

本年度

前年度 資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　　　計

損益勘定支弁職員

備　　考区　  　　    　分

給　  　　　　　　与　  　　　　　　　費
法定福利費

損益勘定支弁職員

合　　　　　計

△ 26,184△ 2,532

給 与 費 明 細 書

△ 24,766△ 17,424 △ 21,852 △ 2,914

△ 5,102

△ 4,428

比 較 資本勘定支弁職員

合　　　　　計

△ 382

△ 18,550 △ 23,652

(　  ）内は、再任用短時間勤務職員(外書き）

職員数
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管 理 職 手 当 扶 養 手 当 地 域 手 当 住 居 手 当 通 勤 手 当 特 殊 勤 務 手 当 時 間 外 勤 務

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 　　　　　（千円） 手　当　  （千円）

夜 間 勤 務 手 当 休 日 勤 務 手 当 管 理 職 員 特 別 期 末 手 当 勤 勉 手 当 退 職 手 当

　　　　　　（千円） 　　　　　　(千円） 勤務手当   (千円) （千円） 　（千円） （千円）

区 分

本 年 度

前 年 度

△ 369△ 1,072 △ 555

△ 11 △ 20,006比 較

手 当 の

内 訳

前 年 度

区 分

本 年 度

比 較

２　給料及び手当の増減額の明細

扶 養 手 当
地 域 手 当
時間外勤務手当
期 末 手 当
勤 勉 手 当

区 分 増減額（千円） 増 減 事 由 別 内 訳 （ 千 円 ） 説　　　　　明　(　千　円　） 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

△ 4,428給 料

その他の増減分

　　　給与改定による
　　　（給与改定実施時期　平成29年4月1日及び平成30年4月1日）

　給与改定実施時期　　平成29年4月1日
給与改定に伴う
増 減 分

△ 8,066

昇 給 に 伴 う
増 加 分

手 当

△ 20,105その他の増減分

制度改正に伴う
増 減 分

△ 17,424
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管 理 職 手 当 扶 養 手 当 地 域 手 当 住 居 手 当 通 勤 手 当 特 殊 勤 務 手 当 時 間 外 勤 務

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 　　　　　（千円） 手　当　  （千円）

夜 間 勤 務 手 当 休 日 勤 務 手 当 管 理 職 員 特 別 期 末 手 当 勤 勉 手 当 退 職 手 当

　　　　　　（千円） 　　　　　　(千円） 勤務手当   (千円) （千円） 　（千円） （千円）

区 分

本 年 度

前 年 度

△ 369△ 1,072 △ 555

△ 11 △ 20,006比 較

手 当 の

内 訳

前 年 度

区 分

本 年 度

比 較

２　給料及び手当の増減額の明細

扶 養 手 当
地 域 手 当
時間外勤務手当
期 末 手 当
勤 勉 手 当

区 分 増減額（千円） 増 減 事 由 別 内 訳 （ 千 円 ） 説　　　　　明　(　千　円　） 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

△ 4,428給 料

その他の増減分

　　　給与改定による
　　　（給与改定実施時期　平成29年4月1日及び平成30年4月1日）

　給与改定実施時期　　平成29年4月1日
給与改定に伴う
増 減 分

△ 8,066

昇 給 に 伴 う
増 加 分

手 当

△ 20,105その他の増減分

制度改正に伴う
増 減 分

△ 17,424
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３　給料及び手当の状況

(１）　職員１人当たり給与

企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

平 均 給 料 月 額 （ 円 ）

平 均 給 与 月 額 （ 円 ）

平 均 年 齢 （ 歳 ）

平 均 給 料 月 額 （ 円 ）

平 均 給 与 月 額 （ 円 ）

平 均 年 齢 （ 歳 ）

(２）　初　任　給

(円） (円）

高 校 卒

大 学 卒

行 政 職 一 般 会 計 ）

平 成 年 月 １ 日 現 在

区                              分

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在

区 分 企 業 職 一 ）

　(３）　　級別職員数

級 級

級 級

級 級

級 級

級 計

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在 級

級

級

級

級

計

級 級

級 級

級 級

級 計

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在 級

級

級

級

級

計

　　（級別の標準的な職務内容）　　　平成３０年１月１日現在

区 分 級 級 級 級 級 級

区 分
企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

職　　員　　数　　（人） 構 成 比 （%) 職　　員　　数　　（人） 構 成 比 （%)

(　　）内は、再任用短時間勤務職員(外書き）

級 級 級

企 業 職 一 ） 局 長 等 副 局 長 等 課 長 等 副 課 長 等 副 主 幹 等

企 業 職 二 ） 総括補助作業員 総括補助作業員 工 務 員 等

主 査 等 主 任 等
主 事 主 事 補

技 師 技 師 補
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３　給料及び手当の状況

(１）　職員１人当たり給与

企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

平 均 給 料 月 額 （ 円 ）

平 均 給 与 月 額 （ 円 ）

平 均 年 齢 （ 歳 ）

平 均 給 料 月 額 （ 円 ）

平 均 給 与 月 額 （ 円 ）

平 均 年 齢 （ 歳 ）

(２）　初　任　給

(円） (円）

高 校 卒

大 学 卒

行 政 職 一 般 会 計 ）

平 成 年 月 １ 日 現 在

区                              分

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在

区 分 企 業 職 一 ）

　(３）　　級別職員数

級 級

級 級

級 級

級 級

級 計

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在 級

級

級

級

級

計

級 級

級 級

級 級

級 計

平 成 年 １ 月 １ 日 現 在 級

級

級

級

級

計

　　（級別の標準的な職務内容）　　　平成３０年１月１日現在

区 分 級 級 級 級 級 級

区 分
企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

職　　員　　数　　（人） 構 成 比 （%) 職　　員　　数　　（人） 構 成 比 （%)

(　　）内は、再任用短時間勤務職員(外書き）

級 級 級

企 業 職 一 ） 局 長 等 副 局 長 等 課 長 等 副 課 長 等 副 主 幹 等

企 業 職 二 ） 総括補助作業員 総括補助作業員 工 務 員 等

主 査 等 主 任 等
主 事 主 事 補

技 師 技 師 補
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(４）　昇給

合 計 企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

職            員          数     （A）　　　　　  　（人）

昇 給 に 係 る 職 員 数     （B）　　　　　  　（人）

2号給　（人）

4号給　（人）

号給　（人）

号給　（人）

比　　　　　　　　率　　   　　（B)/(A)　　　　　 （％）

職            員          数     （A）　　　　　  　（人）

昇 給 に 係 る 職 員 数     （B）　　　　　  　（人）

2号給　（人）

4号給　（人）

号給　（人）

号給　（人）

比　　　　　　　　率　　   　　（B)/(A)　　　　　 （％）

(５）　特殊勤務手当

区　　　　　　　　　　　　　　　分

本年度
号  給　数　別　内　訳

前年度
号  給　数　別　内　訳

支 給 対 象 職 員 １ 人 当 た り

平 均 支 給 月 額 円 ）

代 表 的 な 特 殊 勤 務 手 当 の 名 称 　下水管路維持作業手当等

企 業 職

給 料 総 額 に 対 す る 比 率 （ ％ ）

支 給 対 象 職 員 の 比 率 （ ％ ）

（ 平 成 年 月 日 現 在 ）

区　　　　　　　　　　　　　　分

(６）　期末手当・勤勉手当

支 給 率 計
６月　（月分） １２月　（月分） （月分）

(７）　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 最 高 限 度 その他の
（月分） （月分） （月分） （月分） 加算措置等

一般会計の制度
（支給率等）

(８）　その他の手当

区 分
支 給 期 別 支 給 率 職 制 上 の 段 階 ・ 職 務 の

備 考
級 等 に よ る 加 算 措 置

本 年 度 有

前 年 度 有

一 般 会 計 の 制 度 有

（　　　) 内は、再任用職員

区 分 備 考

支 給 率 等
　定年前早期退職
　特例措置（2％～
　20％加算）

　定年前早期退職
　特例措置（2％～
　20％加算）

区 分 一般会計の制度との異同 差 異 の 内 容

扶 養 手 当 同　　じ

通 勤 手 当 〃

地 域 手 当 〃

住 居 手 当 〃
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(４）　昇給

合 計 企 業 職 一 ） 企 業 職 二 ）

職            員          数     （A）　　　　　  　（人）

昇 給 に 係 る 職 員 数     （B）　　　　　  　（人）

2号給　（人）

4号給　（人）

号給　（人）

号給　（人）

比　　　　　　　　率　　   　　（B)/(A)　　　　　 （％）

職            員          数     （A）　　　　　  　（人）

昇 給 に 係 る 職 員 数     （B）　　　　　  　（人）

2号給　（人）

4号給　（人）

号給　（人）

号給　（人）

比　　　　　　　　率　　   　　（B)/(A)　　　　　 （％）

(５）　特殊勤務手当

区　　　　　　　　　　　　　　　分

本年度
号  給　数　別　内　訳

前年度
号  給　数　別　内　訳

支 給 対 象 職 員 １ 人 当 た り

平 均 支 給 月 額 円 ）

代 表 的 な 特 殊 勤 務 手 当 の 名 称 　下水管路維持作業手当等

企 業 職

給 料 総 額 に 対 す る 比 率 （ ％ ）

支 給 対 象 職 員 の 比 率 （ ％ ）

（ 平 成 年 月 日 現 在 ）

区　　　　　　　　　　　　　　分

(６）　期末手当・勤勉手当

支 給 率 計
６月　（月分） １２月　（月分） （月分）

(７）　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 最 高 限 度 その他の
（月分） （月分） （月分） （月分） 加算措置等

一般会計の制度
（支給率等）

(８）　その他の手当

区 分
支 給 期 別 支 給 率 職 制 上 の 段 階 ・ 職 務 の

備 考
級 等 に よ る 加 算 措 置

本 年 度 有

前 年 度 有

一 般 会 計 の 制 度 有

（　　　) 内は、再任用職員

区 分 備 考

支 給 率 等
　定年前早期退職
　特例措置（2％～
　20％加算）

　定年前早期退職
　特例措置（2％～
　20％加算）

区 分 一般会計の制度との異同 差 異 の 内 容

扶 養 手 当 同　　じ

通 勤 手 当 〃

地 域 手 当 〃

住 居 手 当 〃
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川越市水洗便所改造 回収されない元本

資金融資あつせん条 及 び 納 付 す べ き － － － －

例 に よ る 損 失 補 償 利 子 の 合 計 額

下 水 道 工 事 に 伴 う

舗 装 復 旧 工 事 － － －

（大字伊佐沼地内 ）

下 水 道 工 事 に 伴 う

舗 装 復 旧 工 事 － － －

（大字上寺山地内ほか）

中島雨水ポンプ場機電

－
設備復旧修繕工事

千円

－

平成２９年度 平成３０年度

千円

千円

千円 千円

千円

平成３０年度

千円 千円

平成３０年度
－

平成３１年度

～

千円

千円 千円 千円 千円 千円

平成３１年度

千円 千円 千円

～

企　業　債期　　間 金　　額

千円

～

平成２９年度 以　　　　降

払 義 務 発 生 予 定 額

期　　間 金　　額

千円

限度額に同じ
平成３０年度

国庫補助金 そ　の　他

千円 千円 千円

平成２７年度

千円千円

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調　書

事　　　項 限　度　額

前年度末までの支払 当 該 年 度 以 降 の 支

義 務 発 生 （ 見 込 ） 額
左　の　財　源　内　訳

（単位　円）

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

イ

ロ 施 設 利 用 権

無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権

建 設 仮 勘 定

有 形 固 定 資 産 合 計

工具、器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額 △10,644,618

車 両 及 び 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額 △69,894,045

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額 △2,127,895,219

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額 △33,292,611,417

建 物

減 価 償 却 累 計 額 △115,769,022

有 形 固 定 資 産

土 地

平成３０年度　川越市公共下水道事業予定貸借対照表
（平成３１年　３月３１日）

資 産 の 部

固 定 資 産
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公共下水道事業会計

川越市水洗便所改造 回収されない元本

資金融資あつせん条 及 び 納 付 す べ き － － － －

例 に よ る 損 失 補 償 利 子 の 合 計 額

下 水 道 工 事 に 伴 う

舗 装 復 旧 工 事 － － －

（大字伊佐沼地内 ）

下 水 道 工 事 に 伴 う

舗 装 復 旧 工 事 － － －

（大字上寺山地内ほか）

中島雨水ポンプ場機電

－
設備復旧修繕工事

千円

－

平成２９年度 平成３０年度

千円

千円

千円 千円

千円

平成３０年度

千円 千円

平成３０年度
－

平成３１年度

～

千円

千円 千円 千円 千円 千円

平成３１年度

千円 千円 千円

～

企　業　債期　　間 金　　額

千円

～

平成２９年度 以　　　　降

払 義 務 発 生 予 定 額

期　　間 金　　額

千円

限度額に同じ
平成３０年度

国庫補助金 そ　の　他

千円 千円 千円

平成２７年度

千円千円

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調　書

事　　　項 限　度　額

前年度末までの支払 当 該 年 度 以 降 の 支

義 務 発 生 （ 見 込 ） 額
左　の　財　源　内　訳

（単位　円）

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

イ

ロ 施 設 利 用 権

無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権

建 設 仮 勘 定

有 形 固 定 資 産 合 計

工具、器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額 △10,644,618

車 両 及 び 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額 △69,894,045

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額 △2,127,895,219

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額 △33,292,611,417

建 物

減 価 償 却 累 計 額 △115,769,022

有 形 固 定 資 産

土 地

平成３０年度　川越市公共下水道事業予定貸借対照表
（平成３１年　３月３１日）

資 産 の 部

固 定 資 産
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イ

資 産 合 計

流 動 資 産 合 計

貸 倒 引 当 金 △16,997,461

そ の 他 流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

そ の 他 投 資

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

イ

ロ

イ

ロ

イ

イ

ロ

そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

法 定 福 利 費 引 当 金

引 当 金 合 計

引 当 金

賞 与 引 当 金

企 業 債 合 計

未 払 金

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

修 繕 引 当 金

引 当 金 合 計

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

そ の 他 の 企 業 債

固 定 負 債

企 業 債

負 債 の 部
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イ

資 産 合 計

流 動 資 産 合 計

貸 倒 引 当 金 △16,997,461

そ の 他 流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

そ の 他 投 資

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

イ

ロ

イ

ロ

イ

イ

ロ

そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

法 定 福 利 費 引 当 金

引 当 金 合 計

引 当 金

賞 与 引 当 金

企 業 債 合 計

未 払 金

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

修 繕 引 当 金

引 当 金 合 計

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

そ の 他 の 企 業 債

固 定 負 債

企 業 債

負 債 の 部
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イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

ハ

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

当 年 度 未 処 分 利 益
剰 余 金

利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金

建 設 改 良 積 立 金

そ の 他 補 助 金

資 本 剰 余 金 合 計

受 贈 財 産 評 価 額

そ の 他 負 担 金

資 本 剰 余 金

国 庫 補 助 金

資 本 金

剰 余 金

負 債 合 計

資 本 の 部

収 益 化 累 計 額 △12,223,210,445

繰 延 収 益 合 計

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

注記
１ 重要な会計方針
（１） 固定資産の減価償却方法
① 有形固定資産

・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
建物　 １０年～５０年
構築物 １５年～５０年
機械及び装置 ６年～３０年
車両及び運搬具 ４年～７年
工具、器具及び備品 ２年～１５年

② 無形固定資産
・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
施設利用権 ５０年
その他無形固定資産（自己利用のソフトウエア） ５年

（２） 引当金の計上方法
① 退職給付引当金

　　職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を計上している。
② 賞与引当金及び法定福利費引当金

③ 修繕引当金
　　従前の例により取り崩すため、平成２６年３月３１日において計上されている修繕引当金を引き続き計上している。

④ 貸倒引当金

（３） 消費税及び地方消費税の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定キャッシュ・フロー計算書等関連
重要な非資金取引

当年度、新たに計上した受贈により取得する資産の額は、２２７，６３１，９４０円である。

　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給並びにこれらに係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年
度の負担に属する額(１２月から３月までの４か月分)を計上している。

　　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を検討し、回収不能見込み額を計上している。
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イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

ハ

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

当 年 度 未 処 分 利 益
剰 余 金

利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金

建 設 改 良 積 立 金

そ の 他 補 助 金

資 本 剰 余 金 合 計

受 贈 財 産 評 価 額

そ の 他 負 担 金

資 本 剰 余 金

国 庫 補 助 金

資 本 金

剰 余 金

負 債 合 計

資 本 の 部

収 益 化 累 計 額 △12,223,210,445

繰 延 収 益 合 計

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

注記
１ 重要な会計方針
（１） 固定資産の減価償却方法
① 有形固定資産

・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
建物　 １０年～５０年
構築物 １５年～５０年
機械及び装置 ６年～３０年
車両及び運搬具 ４年～７年
工具、器具及び備品 ２年～１５年

② 無形固定資産
・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
施設利用権 ５０年
その他無形固定資産（自己利用のソフトウエア） ５年

（２） 引当金の計上方法
① 退職給付引当金

　　職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を計上している。
② 賞与引当金及び法定福利費引当金

③ 修繕引当金
　　従前の例により取り崩すため、平成２６年３月３１日において計上されている修繕引当金を引き続き計上している。

④ 貸倒引当金

（３） 消費税及び地方消費税の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定キャッシュ・フロー計算書等関連
重要な非資金取引

当年度、新たに計上した受贈により取得する資産の額は、２２７，６３１，９４０円である。

　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給並びにこれらに係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年
度の負担に属する額(１２月から３月までの４か月分)を計上している。

　　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を検討し、回収不能見込み額を計上している。
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３ 貸借対照表等に関する注記
企業債の償還に係る他会計の負担

４ リース契約により使用する固定資産
（１） リース取引の処理方法

  なお、所有権移転ファイナンス・リース取引により使用する固定資産はない。

５ その他の注記
引当金の取崩し

（１） 退職給付引当金の取崩し
　平成３０年度において、退職手当支給のため、退職給付引当金１６，６１６，００８円を取り崩す。

（２） 賞与引当金の取崩し
　平成３０年度において、期末手当及び勤勉手当支給のため、賞与引当金３７，２３３，０００円を取り崩す。

（３） 法定福利費引当金の取崩し
　平成３０年度において、法定福利費支出のため、法定福利費引当金７，９９６，０３５円を取り崩す。

（４） 修繕引当金の取崩し
　平成３０年度において、修繕費支出のため、修繕引当金２０，０００，０００円を取り崩す。

（５） 貸倒引当金の取崩し
　平成３０年度において、不納欠損処分に係るものとして、貸倒引当金４，５２４，１８９円を取り崩す。

  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、地方公営企業法施行規則第５５条の規定を適用し、すべて通常の賃貸借取引に係る方法に
準じた会計処理を行っている。

　貸借対照表に計上されている企業債（当該年度の末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、他会計が負担すると見込ま
れる額は１１，９４６，０７８，５５５円である。

(単位　円)

受取利息及び配当金

他 会 計 負 担 金

営 業 損 失

営 業 外 収 益

資 産 減 耗 費

そ の 他 営 業 費 用

費 負 担 金

減 価 償 却 費

総 係 費

流域下水道管理運営

普 及 促 進 費

水 質 規 制 費

管 渠 費

ポ ン プ 場 費

営 業 費 用

下 水 道 使 用 料

雨 水 処 理 負 担 金

平成２９年度　川越市公共下水道事業予定損益計算書
（平成２９年　４月　１日から平成３０年　３月３１日まで）

営 業 収 益

その他の営業収益
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３ 貸借対照表等に関する注記
企業債の償還に係る他会計の負担

４ リース契約により使用する固定資産
（１） リース取引の処理方法

  なお、所有権移転ファイナンス・リース取引により使用する固定資産はない。

５ その他の注記
引当金の取崩し

（１） 退職給付引当金の取崩し
　平成３０年度において、退職手当支給のため、退職給付引当金１６，６１６，００８円を取り崩す。

（２） 賞与引当金の取崩し
　平成３０年度において、期末手当及び勤勉手当支給のため、賞与引当金３７，２３３，０００円を取り崩す。

（３） 法定福利費引当金の取崩し
　平成３０年度において、法定福利費支出のため、法定福利費引当金７，９９６，０３５円を取り崩す。

（４） 修繕引当金の取崩し
　平成３０年度において、修繕費支出のため、修繕引当金２０，０００，０００円を取り崩す。

（５） 貸倒引当金の取崩し
　平成３０年度において、不納欠損処分に係るものとして、貸倒引当金４，５２４，１８９円を取り崩す。

  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、地方公営企業法施行規則第５５条の規定を適用し、すべて通常の賃貸借取引に係る方法に
準じた会計処理を行っている。

　貸借対照表に計上されている企業債（当該年度の末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、他会計が負担すると見込ま
れる額は１１，９４６，０７８，５５５円である。

(単位　円)

受取利息及び配当金

他 会 計 負 担 金

営 業 損 失

営 業 外 収 益

資 産 減 耗 費

そ の 他 営 業 費 用

費 負 担 金

減 価 償 却 費

総 係 費

流域下水道管理運営

普 及 促 進 費

水 質 規 制 費

管 渠 費

ポ ン プ 場 費

営 業 費 用

下 水 道 使 用 料

雨 水 処 理 負 担 金

平成２９年度　川越市公共下水道事業予定損益計算書
（平成２９年　４月　１日から平成３０年　３月３１日まで）

営 業 収 益

その他の営業収益
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当年度未処分利益剰余金

当 年 度 純 利 益

前年度繰越利益剰余金

予 備 費

予 備 費

過年度損益修正損 △3,484,000

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損

特 別 利 益

過年度損益修正益

雑 支 出

経 常 利 益

排 水 対 策 費

雨 水 対 策 費

支払利息及び企業債

取 扱 諸 費

雑 収 益

営 業 外 費 用

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

（単位　円）

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

イ

ロ

平成２９年度　川越市公共下水道事業予定貸借対照表
（平成３０年　３月３１日）

資 産 の 部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

減 価 償 却 累 計 額 △107,325,022

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額 △30,986,668,417

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額 △1,930,932,219

車 両 及 び 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額 △67,469,045

工具、器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額 △9,973,618

建 設 仮 勘 定

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権

施 設 利 用 権
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当年度未処分利益剰余金

当 年 度 純 利 益

前年度繰越利益剰余金

予 備 費

予 備 費

過年度損益修正損 △3,484,000

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損

特 別 利 益

過年度損益修正益

雑 支 出

経 常 利 益

排 水 対 策 費

雨 水 対 策 費

支払利息及び企業債

取 扱 諸 費

雑 収 益

営 業 外 費 用

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

（単位　円）

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

イ

ロ

平成２９年度　川越市公共下水道事業予定貸借対照表
（平成３０年　３月３１日）

資 産 の 部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

減 価 償 却 累 計 額 △107,325,022

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額 △30,986,668,417

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額 △1,930,932,219

車 両 及 び 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額 △67,469,045

工具、器具及び備品

減 価 償 却 累 計 額 △9,973,618

建 設 仮 勘 定

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権

施 設 利 用 権
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イ

無 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

そ の 他 投 資

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計

未 収 金

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

貸 倒 引 当 金 △17,593,650

そ の 他 流 動 資 産

現 金 預 金

資 産 合 計

流 動 資 産 合 計

イ

イ

ロ

イ

イ

ロ

負 債 の 部

固 定 負 債

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

修 繕 引 当 金

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

未 払 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

法 定 福 利 費 引 当 金

引 当 金 合 計

そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計
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イ

無 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

そ の 他 投 資

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計

未 収 金

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

貸 倒 引 当 金 △17,593,650

そ の 他 流 動 資 産

現 金 預 金

資 産 合 計

流 動 資 産 合 計

イ

イ

ロ

イ

イ

ロ

負 債 の 部

固 定 負 債

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

修 繕 引 当 金

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企 業 債 合 計

未 払 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

法 定 福 利 費 引 当 金

引 当 金 合 計

そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計
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イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

ハ

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

負 債 合 計

資 本 の 部

収 益 化 累 計 額 △11,422,134,445

繰 延 収 益 合 計

資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

国 庫 補 助 金

受 贈 財 産 評 価 額

そ の 他 負 担 金

そ の 他 補 助 金

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金

建 設 改 良 積 立 金

減 債 積 立 金

当 年 度 未 処 分 利 益
剰 余 金

利 益 剰 余 金 合 計

負 債 資 本 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

注記
１　重要な会計方針
（１） 固定資産の減価償却方法
① 有形固定資産

・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
建物　 １０年～５０年
構築物 １５年～５０年
機械及び装置 ６年～３０年
車両及び運搬具 ４年～７年
工具、器具及び備品 ２年～１５年

② 無形固定資産
・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
施設利用権 ５０年
その他無形固定資産（自己利用のソフトウエア） ５年

（２） 引当金の計上方法
① 退職給付引当金

② 賞与引当金及び法定福利費引当金

③ 修繕引当金
　　従前の例により取り崩すため、平成２６年３月３１日において計上されている修繕引当金を引き続き計上している。

④ 貸倒引当金

（３） 消費税及び地方消費税の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定キャッシュ・フロー計算書等関連
重要な非資金取引

当年度、新たに計上した受贈により取得する資産の額は、２０９，３８１，６３２円である。

　　職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を計上している。

　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給並びにこれらに係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年
度の負担に属する額(１２月から３月までの４か月分)を計上している。

　　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を検討し、回収不能見込み額を計上している。
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イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

ハ

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

負 債 合 計

資 本 の 部

収 益 化 累 計 額 △11,422,134,445

繰 延 収 益 合 計

資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

国 庫 補 助 金

受 贈 財 産 評 価 額

そ の 他 負 担 金

そ の 他 補 助 金

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金

建 設 改 良 積 立 金

減 債 積 立 金

当 年 度 未 処 分 利 益
剰 余 金

利 益 剰 余 金 合 計

負 債 資 本 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

注記
１　重要な会計方針
（１） 固定資産の減価償却方法
① 有形固定資産

・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
建物　 １０年～５０年
構築物 １５年～５０年
機械及び装置 ６年～３０年
車両及び運搬具 ４年～７年
工具、器具及び備品 ２年～１５年

② 無形固定資産
・ 減価償却方法 定額法による。
・ 主な耐用年数
施設利用権 ５０年
その他無形固定資産（自己利用のソフトウエア） ５年

（２） 引当金の計上方法
① 退職給付引当金

② 賞与引当金及び法定福利費引当金

③ 修繕引当金
　　従前の例により取り崩すため、平成２６年３月３１日において計上されている修繕引当金を引き続き計上している。

④ 貸倒引当金

（３） 消費税及び地方消費税の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２ 予定キャッシュ・フロー計算書等関連
重要な非資金取引

当年度、新たに計上した受贈により取得する資産の額は、２０９，３８１，６３２円である。

　　職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を計上している。

　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給並びにこれらに係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年
度の負担に属する額(１２月から３月までの４か月分)を計上している。

　　債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を検討し、回収不能見込み額を計上している。
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３ 貸借対照表等に関する注記
企業債の償還に係る他会計の負担

４ リース契約により使用する固定資産
（１） リース取引の処理方法

  なお、所有権移転ファイナンス・リース取引により使用する固定資産はない。

（２） リース資産に係る経過措置
  リース取引開始日が平成２６年３月３１日以前のリース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

５ その他の注記
引当金の取崩し

（１) 退職給付引当金の取崩し
　平成２９年度において、退職手当支給のため、退職給付引当金１４，３３２，４６１円を取り崩す。

（２） 賞与引当金の取崩し
　平成２９年度において、期末手当及び勤勉手当支給のため、賞与引当金３３，２０６，０６１円を取り崩す。

（３） 法定福利費引当金の取崩し
　平成２９年度において、法定福利費支出のため、法定福利費引当金６，２２９，０２６円を取り崩す。

（４） 修繕引当金の取崩し
　平成２９年度において、修繕費支出のため、修繕引当金２０，０００，０００円を取り崩す。

（５） 貸倒引当金の取崩し
　平成２９年度において、不納欠損処分に係るものとして、貸倒引当金４，２１８，０６６円を取り崩す。

  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、地方公営企業法施行規則第５５条の規定を適用し、すべて通常の賃貸借取引に係る方法に
準じた会計処理を行っている。

　貸借対照表に計上されている企業債（当該年度の末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、他会計が負担すると見込ま
れる額は１２，２８７，７５８，８１３円である。

（款） １下水道事業収益 （項） １営業収益 （単位：千円）

下水道使用料 下水道使用料 １下水道使用料

雨水処理負担金 雨水処理負担金 １雨水処理負担金

その他の営業収益 手数料 １排水設備等計画確認手数料

他会計負担金 ２水道事業会計負担金

（参考）

目

平　成　３　０　年　度　予　算　積　算　資　料　（　当　初　）

収　　益　　的　　収　　入

本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計
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３ 貸借対照表等に関する注記
企業債の償還に係る他会計の負担

４ リース契約により使用する固定資産
（１） リース取引の処理方法

  なお、所有権移転ファイナンス・リース取引により使用する固定資産はない。

（２） リース資産に係る経過措置
  リース取引開始日が平成２６年３月３１日以前のリース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

５ その他の注記
引当金の取崩し

（１) 退職給付引当金の取崩し
　平成２９年度において、退職手当支給のため、退職給付引当金１４，３３２，４６１円を取り崩す。

（２） 賞与引当金の取崩し
　平成２９年度において、期末手当及び勤勉手当支給のため、賞与引当金３３，２０６，０６１円を取り崩す。

（３） 法定福利費引当金の取崩し
　平成２９年度において、法定福利費支出のため、法定福利費引当金６，２２９，０２６円を取り崩す。

（４） 修繕引当金の取崩し
　平成２９年度において、修繕費支出のため、修繕引当金２０，０００，０００円を取り崩す。

（５） 貸倒引当金の取崩し
　平成２９年度において、不納欠損処分に係るものとして、貸倒引当金４，２１８，０６６円を取り崩す。

  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、地方公営企業法施行規則第５５条の規定を適用し、すべて通常の賃貸借取引に係る方法に
準じた会計処理を行っている。

　貸借対照表に計上されている企業債（当該年度の末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、他会計が負担すると見込ま
れる額は１２，２８７，７５８，８１３円である。

（款） １下水道事業収益 （項） １営業収益 （単位：千円）

下水道使用料 下水道使用料 １下水道使用料

雨水処理負担金 雨水処理負担金 １雨水処理負担金

その他の営業収益 手数料 １排水設備等計画確認手数料

他会計負担金 ２水道事業会計負担金

（参考）

目

平　成　３　０　年　度　予　算　積　算　資　料　（　当　初　）

収　　益　　的　　収　　入

本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計
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（款） １下水道事業収益 （項） ２営業外収益 （単位：千円）

受取利息及び配当金 預金利息 １預金利息

国庫補助金 国庫補助金 １国庫補助金

他会計負担金 △ 24,852 一般会計負担金 １水質規制費負担金

２水洗便所改造命令等事務費負担金

３不明水の処理に要する経費負担金

４臨時財政特例債支払利息負担金

５流域下水道建設費負担金

７分流式下水道等に要する経費負担金

８高度処理に要する経費負担金

92児童手当負担金

他会計補助金 一般会計補助金 １一般会計補助金

長期前受金戻入 △ 18,883 国庫補助金長期前受金戻入 １国庫補助金長期前受金戻入

県費補助金長期前受金戻入 １県費補助金長期前受金戻入

受贈財産評価額長期前受金 １受贈財産評価額長期前受金戻入

戻入

工事負担金長期前受金戻入 １工事負担金長期前受金戻入

受益者負担金長期前受金戻 １受益者負担金長期前受金戻入

入

分担金長期前受金戻入 １分担金長期前受金戻入

その他負担金長期前受金戻 １児童手当長期前受金戻入

入 ２その他負担金長期前受金戻入

その他補助金長期前受金戻 11その他補助金長期前受金戻入

入

雑収益 △ 162 手数料 １排水設備等計画確認手数料

２排水設備工事責任技術者新規登録

３排水設備工事責任技術者継続登録

４指定下水道工事店新規指定手数料

賃貸料 １下水道占用料

２行政財産使用料

３用地使用料

説 明
区 分 金 額

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

（単位：千円）

延滞金 １受益者負担金延滞金

２下水道使用料延滞金

その他雑収益 ５還付不能金

19その他雑収益

（款） １下水道事業収益 （項） ３特別利益 （単位：千円）

過年度損益修正益 過年度損益修正益 １過年度損益修正益

その他特別利益 その他特別利益 １その他特別利益

計 △ 2,916

説 明
金 額

計

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

区 分
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（款） １下水道事業収益 （項） ２営業外収益 （単位：千円）

受取利息及び配当金 預金利息 １預金利息

国庫補助金 国庫補助金 １国庫補助金

他会計負担金 △ 24,852 一般会計負担金 １水質規制費負担金

２水洗便所改造命令等事務費負担金

３不明水の処理に要する経費負担金

４臨時財政特例債支払利息負担金

５流域下水道建設費負担金

７分流式下水道等に要する経費負担金

８高度処理に要する経費負担金

92児童手当負担金

他会計補助金 一般会計補助金 １一般会計補助金

長期前受金戻入 △ 18,883 国庫補助金長期前受金戻入 １国庫補助金長期前受金戻入

県費補助金長期前受金戻入 １県費補助金長期前受金戻入

受贈財産評価額長期前受金 １受贈財産評価額長期前受金戻入

戻入

工事負担金長期前受金戻入 １工事負担金長期前受金戻入

受益者負担金長期前受金戻 １受益者負担金長期前受金戻入

入

分担金長期前受金戻入 １分担金長期前受金戻入

その他負担金長期前受金戻 １児童手当長期前受金戻入

入 ２その他負担金長期前受金戻入

その他補助金長期前受金戻 11その他補助金長期前受金戻入

入

雑収益 △ 162 手数料 １排水設備等計画確認手数料

２排水設備工事責任技術者新規登録

３排水設備工事責任技術者継続登録

４指定下水道工事店新規指定手数料

賃貸料 １下水道占用料

２行政財産使用料

３用地使用料

説 明
区 分 金 額

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

（単位：千円）

延滞金 １受益者負担金延滞金

２下水道使用料延滞金

その他雑収益 ５還付不能金

19その他雑収益

（款） １下水道事業収益 （項） ３特別利益 （単位：千円）

過年度損益修正益 過年度損益修正益 １過年度損益修正益

その他特別利益 その他特別利益 １その他特別利益

計 △ 2,916

説 明
金 額

計

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

区 分
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（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

１ 管渠費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○汚水管渠維持事業
２ 扶養手当 20委託料
３ 地域手当 23修繕費
４ 住居手当 29材料費
５ 通勤手当
６ 特殊勤務手当 ○雨水管渠維持事業等
７ 時間外勤務手当 20委託料
８ 夜間勤務手当 22賃借料
９ 休日勤務手当 23修繕費

期末手当 29材料費
勤勉手当
児童手当 ○管渠維持管理共通事務

３ 賞与引当金繰入額 ８旅費
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） 13被服費
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） 14備消品費

６ 法定福利費 15燃料費
１ 市町村職員共済組合負担金 16光熱水費
２ 災害補償基金負担金 18通信運搬費

７ 法定福利費引当金繰入額 20委託料
１ 法定福利費引当金繰入額 21手数料

８ 旅費 22賃借料
２ 普通旅費 23修繕費
被服費 30補償金
１ 被服費 37会費負担金
備消品費 39保険料
２ 消耗品購入費 40負担金補助及び交付金
３ 図書購入費
燃料費 ○職員給与費

金 額

収　　益　　的　　支　　出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分

（単位：千円）

１ 諸車燃料費 １給料
２ 機械用燃料費 ２手当等
光熱水費 ３賞与引当金繰入額
１ 電気料金 ６法定福利費
４ 水道料金 ７法定福利費引当金繰入額
通信運搬費
１ 電話料
委託料
１ 業務委託料
手数料
１ 手数料
賃借料
１ 用地借上料
４ 機械及び装置借上料
修繕費
２ 構築物修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
材料費
１ 材料費
補償金
１ 補償金
会費負担金
１ 会費負担金
保険料
１ 自動車保険料
３ 施設保険料
負担金補助及び交付金
１ 負担金

２ ポンプ場費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○汚水ポンプ場維持事業
１ 管理職手当 15燃料費
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（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

１ 管渠費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○汚水管渠維持事業
２ 扶養手当 20委託料
３ 地域手当 23修繕費
４ 住居手当 29材料費
５ 通勤手当
６ 特殊勤務手当 ○雨水管渠維持事業等
７ 時間外勤務手当 20委託料
８ 夜間勤務手当 22賃借料
９ 休日勤務手当 23修繕費

期末手当 29材料費
勤勉手当
児童手当 ○管渠維持管理共通事務

３ 賞与引当金繰入額 ８旅費
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） 13被服費
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） 14備消品費

６ 法定福利費 15燃料費
１ 市町村職員共済組合負担金 16光熱水費
２ 災害補償基金負担金 18通信運搬費

７ 法定福利費引当金繰入額 20委託料
１ 法定福利費引当金繰入額 21手数料

８ 旅費 22賃借料
２ 普通旅費 23修繕費
被服費 30補償金
１ 被服費 37会費負担金
備消品費 39保険料
２ 消耗品購入費 40負担金補助及び交付金
３ 図書購入費
燃料費 ○職員給与費

金 額

収　　益　　的　　支　　出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分

（単位：千円）

１ 諸車燃料費 １給料
２ 機械用燃料費 ２手当等
光熱水費 ３賞与引当金繰入額
１ 電気料金 ６法定福利費
４ 水道料金 ７法定福利費引当金繰入額
通信運搬費
１ 電話料
委託料
１ 業務委託料
手数料
１ 手数料
賃借料
１ 用地借上料
４ 機械及び装置借上料
修繕費
２ 構築物修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
材料費
１ 材料費
補償金
１ 補償金
会費負担金
１ 会費負担金
保険料
１ 自動車保険料
３ 施設保険料
負担金補助及び交付金
１ 負担金

２ ポンプ場費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○汚水ポンプ場維持事業
１ 管理職手当 15燃料費
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（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

２ 扶養手当 16光熱水費
３ 地域手当 20委託料
４ 住居手当 23修繕費
５ 通勤手当 27動力費
６ 特殊勤務手当
７ 時間外勤務手当 ○雨水ポンプ場維持事業
８ 夜間勤務手当 15燃料費
９ 休日勤務手当 16光熱水費

管理職員特別勤務手当 20委託料
期末手当 23修繕費
勤勉手当 27動力費
児童手当 40負担金補助及び交付金

３ 賞与引当金繰入額
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） ○ポンプ場維持管理共通事務
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ８旅費

６ 法定福利費 13被服費
１ 市町村職員共済組合負担金 14備消品費
２ 災害補償基金負担金 15燃料費

７ 法定福利費引当金繰入額 18通信運搬費
１ 法定福利費引当金繰入額 21手数料

８ 旅費 22賃借料
２ 普通旅費 23修繕費
被服費 39保険料
１ 被服費 40負担金補助及び交付金
備消品費
２ 消耗品購入費 ○職員給与費
３ 図書購入費 １給料
燃料費 ２手当等
１ 諸車燃料費 ３賞与引当金繰入額
２ 機械用燃料費 ６法定福利費

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

光熱水費 ７法定福利費引当金繰入額
４ 水道料金
通信運搬費
１ 電話料
委託料
１ 業務委託料
３ 施設備品管理委託料
手数料
１ 手数料
賃借料
１ 用地借上料

その他借上料
修繕費
３ 機械及び装置修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
動力費
１ 動力費
保険料
１ 自動車保険料
３ 施設保険料
負担金補助及び交付金
１ 負担金

３ 普及促進費 △3,531 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○水洗化普及事務
２ 扶養手当 ８旅費
３ 地域手当 13被服費
４ 住居手当 14備消品費
５ 通勤手当 15燃料費
７ 時間外勤務手当 17印刷製本費
８ 夜間勤務手当 18通信運搬費
９ 休日勤務手当 20委託料

448



公共下水道事業会計

（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

２ 扶養手当 16光熱水費
３ 地域手当 20委託料
４ 住居手当 23修繕費
５ 通勤手当 27動力費
６ 特殊勤務手当
７ 時間外勤務手当 ○雨水ポンプ場維持事業
８ 夜間勤務手当 15燃料費
９ 休日勤務手当 16光熱水費

管理職員特別勤務手当 20委託料
期末手当 23修繕費
勤勉手当 27動力費
児童手当 40負担金補助及び交付金

３ 賞与引当金繰入額
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） ○ポンプ場維持管理共通事務
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ８旅費

６ 法定福利費 13被服費
１ 市町村職員共済組合負担金 14備消品費
２ 災害補償基金負担金 15燃料費

７ 法定福利費引当金繰入額 18通信運搬費
１ 法定福利費引当金繰入額 21手数料

８ 旅費 22賃借料
２ 普通旅費 23修繕費
被服費 39保険料
１ 被服費 40負担金補助及び交付金
備消品費
２ 消耗品購入費 ○職員給与費
３ 図書購入費 １給料
燃料費 ２手当等
１ 諸車燃料費 ３賞与引当金繰入額
２ 機械用燃料費 ６法定福利費

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

光熱水費 ７法定福利費引当金繰入額
４ 水道料金
通信運搬費
１ 電話料
委託料
１ 業務委託料
３ 施設備品管理委託料
手数料
１ 手数料
賃借料
１ 用地借上料

その他借上料
修繕費
３ 機械及び装置修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
動力費
１ 動力費
保険料
１ 自動車保険料
３ 施設保険料
負担金補助及び交付金
１ 負担金

３ 普及促進費 △3,531 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○水洗化普及事務
２ 扶養手当 ８旅費
３ 地域手当 13被服費
４ 住居手当 14備消品費
５ 通勤手当 15燃料費
７ 時間外勤務手当 17印刷製本費
８ 夜間勤務手当 18通信運搬費
９ 休日勤務手当 20委託料
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（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

期末手当 23修繕費
勤勉手当 39保険料
児童手当 40負担金補助及び交付金

３ 賞与引当金繰入額
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） ○職員給与費
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） １給料

６ 法定福利費 ２手当等
１ 市町村職員共済組合負担金 ３賞与引当金繰入額
２ 災害補償基金負担金 ６法定福利費

７ 法定福利費引当金繰入額 ７法定福利費引当金繰入額
１ 法定福利費引当金繰入額

８ 旅費
２ 普通旅費
被服費
１ 被服費
備消品費
２ 消耗品購入費
３ 図書購入費
燃料費
１ 諸車燃料費
印刷製本費
１ 印刷製本費
通信運搬費
１ 電話料
４ 後納郵便料等
委託料
１ 業務委託料
３ 施設備品管理委託料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

（単位：千円）

保険料
１ 自動車保険料
負担金補助及び交付金
２ 補助金

４ 水質規制費 △708 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○水質規制事業
２ 扶養手当 ８旅費
３ 地域手当 13被服費
４ 住居手当 14備消品費
５ 通勤手当 15燃料費
６ 特殊勤務手当 18通信運搬費
７ 時間外勤務手当 20委託料
８ 夜間勤務手当 21手数料
９ 休日勤務手当 23修繕費

期末手当 39保険料
勤勉手当
児童手当 ○職員給与費

３ 賞与引当金繰入額 １給料
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） ２手当等
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ３賞与引当金繰入額

６ 法定福利費 ６法定福利費
１ 市町村職員共済組合負担金 ７法定福利費引当金繰入額
２ 災害補償基金負担金

７ 法定福利費引当金繰入額
１ 法定福利費引当金繰入額

８ 旅費
２ 普通旅費
被服費
１ 被服費
備消品費
２ 消耗品購入費
燃料費
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公共下水道事業会計

（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

期末手当 23修繕費
勤勉手当 39保険料
児童手当 40負担金補助及び交付金

３ 賞与引当金繰入額
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） ○職員給与費
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） １給料

６ 法定福利費 ２手当等
１ 市町村職員共済組合負担金 ３賞与引当金繰入額
２ 災害補償基金負担金 ６法定福利費

７ 法定福利費引当金繰入額 ７法定福利費引当金繰入額
１ 法定福利費引当金繰入額

８ 旅費
２ 普通旅費
被服費
１ 被服費
備消品費
２ 消耗品購入費
３ 図書購入費
燃料費
１ 諸車燃料費
印刷製本費
１ 印刷製本費
通信運搬費
１ 電話料
４ 後納郵便料等
委託料
１ 業務委託料
３ 施設備品管理委託料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

（単位：千円）

保険料
１ 自動車保険料
負担金補助及び交付金
２ 補助金

４ 水質規制費 △708 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○水質規制事業
２ 扶養手当 ８旅費
３ 地域手当 13被服費
４ 住居手当 14備消品費
５ 通勤手当 15燃料費
６ 特殊勤務手当 18通信運搬費
７ 時間外勤務手当 20委託料
８ 夜間勤務手当 21手数料
９ 休日勤務手当 23修繕費

期末手当 39保険料
勤勉手当
児童手当 ○職員給与費

３ 賞与引当金繰入額 １給料
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） ２手当等
２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当） ３賞与引当金繰入額

６ 法定福利費 ６法定福利費
１ 市町村職員共済組合負担金 ７法定福利費引当金繰入額
２ 災害補償基金負担金

７ 法定福利費引当金繰入額
１ 法定福利費引当金繰入額

８ 旅費
２ 普通旅費
被服費
１ 被服費
備消品費
２ 消耗品購入費
燃料費

451



（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

１ 諸車燃料費
通信運搬費
１ 電話料
３ 一般郵便料
委託料
１ 業務委託料
手数料
１ 手数料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
保険料
１ 自動車保険料

５ 総係費 △40,061 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○管理棟維持事業
１ 管理職手当 14備消品費
２ 扶養手当 15燃料費
３ 地域手当 16光熱水費
４ 住居手当 18通信運搬費
５ 通勤手当 20委託料
７ 時間外勤務手当 22賃借料
８ 夜間勤務手当 23修繕費
９ 休日勤務手当 39保険料

管理職員特別勤務手当 45雑費
期末手当
勤勉手当 ○営業共通事務
児童手当 40負担金補助及び交付金

３ 賞与引当金繰入額 41還付加算金
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） 42貸倒引当金繰入額

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当）
４ 賃金 ○職員給与費

１ 臨時職員賃金 １給料
６ 法定福利費 ２手当等

１ 市町村職員共済組合負担金 ３賞与引当金繰入額
２ 災害補償基金負担金 ６法定福利費
４ 再任用職員労働保険料 ７法定福利費引当金繰入額
６ 臨時職員労働保険料 ９退職給付費

７ 法定福利費引当金繰入額 40負担金補助及び交付金
１ 法定福利費引当金繰入額

８ 旅費 ○臨時職員費用
２ 普通旅費 ４賃金

９ 退職給付費 ６法定福利費
退職給付引当金繰入額

研修費 ○職員福利厚生費
１ 職員研修費 20委託料
報償費 21手数料
１ 報償金 34厚生費
２ 賞賜金 39保険料
被服費 40負担金補助及び交付金
１ 被服費
備消品費 ○職員研修事務
１ 備品購入費 ８旅費
２ 消耗品購入費 11研修費
３ 図書購入費 14備消品費
燃料費 21手数料
１ 諸車燃料費
２ 機械用燃料費 ○庁舎財産等管理事業
光熱水費 14備消品費
１ 電気料金 16光熱水費
２ ガス料金 40負担金補助及び交付金
４ 水道料金 45雑費
印刷製本費
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公共下水道事業会計

（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

１ 諸車燃料費
通信運搬費
１ 電話料
３ 一般郵便料
委託料
１ 業務委託料
手数料
１ 手数料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
保険料
１ 自動車保険料

５ 総係費 △40,061 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○管理棟維持事業
１ 管理職手当 14備消品費
２ 扶養手当 15燃料費
３ 地域手当 16光熱水費
４ 住居手当 18通信運搬費
５ 通勤手当 20委託料
７ 時間外勤務手当 22賃借料
８ 夜間勤務手当 23修繕費
９ 休日勤務手当 39保険料

管理職員特別勤務手当 45雑費
期末手当
勤勉手当 ○営業共通事務
児童手当 40負担金補助及び交付金

３ 賞与引当金繰入額 41還付加算金
１ 賞与引当金繰入額（期末手当） 42貸倒引当金繰入額

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

２ 賞与引当金繰入額（勤勉手当）
４ 賃金 ○職員給与費

１ 臨時職員賃金 １給料
６ 法定福利費 ２手当等

１ 市町村職員共済組合負担金 ３賞与引当金繰入額
２ 災害補償基金負担金 ６法定福利費
４ 再任用職員労働保険料 ７法定福利費引当金繰入額
６ 臨時職員労働保険料 ９退職給付費

７ 法定福利費引当金繰入額 40負担金補助及び交付金
１ 法定福利費引当金繰入額

８ 旅費 ○臨時職員費用
２ 普通旅費 ４賃金

９ 退職給付費 ６法定福利費
退職給付引当金繰入額

研修費 ○職員福利厚生費
１ 職員研修費 20委託料
報償費 21手数料
１ 報償金 34厚生費
２ 賞賜金 39保険料
被服費 40負担金補助及び交付金
１ 被服費
備消品費 ○職員研修事務
１ 備品購入費 ８旅費
２ 消耗品購入費 11研修費
３ 図書購入費 14備消品費
燃料費 21手数料
１ 諸車燃料費
２ 機械用燃料費 ○庁舎財産等管理事業
光熱水費 14備消品費
１ 電気料金 16光熱水費
２ ガス料金 40負担金補助及び交付金
４ 水道料金 45雑費
印刷製本費
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（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

１ 印刷製本費 ○電算運用管理事業
通信運搬費 40負担金補助及び交付金
１ 電話料
２ 特定通信回線使用料 ○契約事務
３ 一般郵便料 40負担金補助及び交付金
広告料
１ 広告料 ○総務共通事務
委託料 ８旅費
１ 業務委託料 12報償費
３ 施設備品管理委託料 14備消品費
手数料 18通信運搬費
１ 手数料 20委託料
賃借料 21手数料
４ 機械及び装置借上料 30補償金
修繕費 31交際費
２ 構築物修繕費 37会費負担金
３ 機械及び装置修繕費 40負担金補助及び交付金
４ 車両及び運搬具修繕費
補償金 ○財務共通事務
１ 補償金 ８旅費
交際費 13被服費
１ 交際費 14備消品費
厚生費 15燃料費
１ 福利厚生費 23修繕費
２ 厚生事業補助金 39保険料
会費負担金 40負担金補助及び交付金
１ 会費負担金
保険料 ○広報広聴事務
１ 自動車保険料 12報償費
３ 施設保険料 14備消品費

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

（単位：千円）

４ 団体定期保険料 17印刷製本費
負担金補助及び交付金 19広告料
１ 負担金 21手数料
還付加算金 40負担金補助及び交付金
１ 還付加算金
貸倒引当金繰入額 ○経理事務
２ 貸倒引当金繰入額（下水道使用 14備消品費

料） 17印刷製本費
雑費 23修繕費
１ 自動車重量税 40負担金補助及び交付金
２ 放送受信料

○計画共通事務
40負担金補助及び交付金

６ 流域下水道管理運営費 負担金補助及び交付金 事業別予算の内訳
負担金 １ 負担金

○流域下水道維持管理負担金
40負担金補助及び交付金

○雨水幹線維持管理負担金
40負担金補助及び交付金

７ 減価償却費 有形固定資産減価償却費 事業別予算の内訳
１ 建物減価償却費
２ 構築物減価償却費 ○減価償却費
３ 機械及び装置減価償却費 46有形固定資産減価償却費
４ 車両及び運搬具減価償却費 47無形固定資産減価償却費
５ 工具、器具及び備品減価償却費
無形固定資産減価償却費
１ 施設利用権減価償却費

８ 資産減耗費 △42,058 有形固定資産除却費 事業別予算の内訳
２ 構築物除却費
３ 機械及び装置除却費 ○汚水管渠維持事業
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公共下水道事業会計

（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

１ 印刷製本費 ○電算運用管理事業
通信運搬費 40負担金補助及び交付金
１ 電話料
２ 特定通信回線使用料 ○契約事務
３ 一般郵便料 40負担金補助及び交付金
広告料
１ 広告料 ○総務共通事務
委託料 ８旅費
１ 業務委託料 12報償費
３ 施設備品管理委託料 14備消品費
手数料 18通信運搬費
１ 手数料 20委託料
賃借料 21手数料
４ 機械及び装置借上料 30補償金
修繕費 31交際費
２ 構築物修繕費 37会費負担金
３ 機械及び装置修繕費 40負担金補助及び交付金
４ 車両及び運搬具修繕費
補償金 ○財務共通事務
１ 補償金 ８旅費
交際費 13被服費
１ 交際費 14備消品費
厚生費 15燃料費
１ 福利厚生費 23修繕費
２ 厚生事業補助金 39保険料
会費負担金 40負担金補助及び交付金
１ 会費負担金
保険料 ○広報広聴事務
１ 自動車保険料 12報償費
３ 施設保険料 14備消品費

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

（単位：千円）

４ 団体定期保険料 17印刷製本費
負担金補助及び交付金 19広告料
１ 負担金 21手数料
還付加算金 40負担金補助及び交付金
１ 還付加算金
貸倒引当金繰入額 ○経理事務
２ 貸倒引当金繰入額（下水道使用 14備消品費

料） 17印刷製本費
雑費 23修繕費
１ 自動車重量税 40負担金補助及び交付金
２ 放送受信料

○計画共通事務
40負担金補助及び交付金

６ 流域下水道管理運営費 負担金補助及び交付金 事業別予算の内訳
負担金 １ 負担金

○流域下水道維持管理負担金
40負担金補助及び交付金

○雨水幹線維持管理負担金
40負担金補助及び交付金

７ 減価償却費 有形固定資産減価償却費 事業別予算の内訳
１ 建物減価償却費
２ 構築物減価償却費 ○減価償却費
３ 機械及び装置減価償却費 46有形固定資産減価償却費
４ 車両及び運搬具減価償却費 47無形固定資産減価償却費
５ 工具、器具及び備品減価償却費
無形固定資産減価償却費
１ 施設利用権減価償却費

８ 資産減耗費 △42,058 有形固定資産除却費 事業別予算の内訳
２ 構築物除却費
３ 機械及び装置除却費 ○汚水管渠維持事業
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（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

48有形固定資産除却費

○資産減耗費
48有形固定資産除却費

９ その他営業費用 雑支出 事業別予算の内訳
その他雑支出

○その他営業費用
51雑支出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計

（款）１下水道事業費用 （項）２営業外費用 （単位：千円）

目

１ 支払利息及び企業債取 △38,632 企業債利息 事業別予算の内訳
扱諸費 第６次下水道事業債

第７次下水道事業債 ○企業債利息
第８次下水道事業債 52企業債利息
公共下水道事業債
流域下水道事業債 ○一時借入金利息

一時借入金利息 53一時借入金利息
１ 一時借入金利息

２ 排水対策費 修繕費 事業別予算の内訳
２ 構築物修繕費
材料費 ○排水対策事業
１ 材料費 23修繕費

29材料費

３ 雨水対策費 負担金補助及び交付金 事業別予算の内訳
２ 補助金

○雨水対策施設設置補助事業
40負担金補助及び交付金

４ 消費税及び地方消費税 △3,557 消費税及び地方消費税 事業別予算の内訳
１ 消費税及び地方消費税

○消費税及び地方消費税
56消費税及び地方消費税

５ 雑支出 その他雑支出 事業別予算の内訳
その他雑支出

○雑支出
59その他雑支出

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

456



公共下水道事業会計

（款）１下水道事業費用 （項）１営業費用 （単位：千円）

目

48有形固定資産除却費

○資産減耗費
48有形固定資産除却費

９ その他営業費用 雑支出 事業別予算の内訳
その他雑支出

○その他営業費用
51雑支出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計

（款）１下水道事業費用 （項）２営業外費用 （単位：千円）

目

１ 支払利息及び企業債取 △38,632 企業債利息 事業別予算の内訳
扱諸費 第６次下水道事業債

第７次下水道事業債 ○企業債利息
第８次下水道事業債 52企業債利息
公共下水道事業債
流域下水道事業債 ○一時借入金利息

一時借入金利息 53一時借入金利息
１ 一時借入金利息

２ 排水対策費 修繕費 事業別予算の内訳
２ 構築物修繕費
材料費 ○排水対策事業
１ 材料費 23修繕費

29材料費

３ 雨水対策費 負担金補助及び交付金 事業別予算の内訳
２ 補助金

○雨水対策施設設置補助事業
40負担金補助及び交付金

４ 消費税及び地方消費税 △3,557 消費税及び地方消費税 事業別予算の内訳
１ 消費税及び地方消費税

○消費税及び地方消費税
56消費税及び地方消費税

５ 雑支出 その他雑支出 事業別予算の内訳
その他雑支出

○雑支出
59その他雑支出

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較
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（款）１下水道事業費用 （項）２営業外費用 （単位：千円）

目

（款）１下水道事業費用 （項）３特別損失 （単位：千円）

目

１ 過年度損益修正損 過年度損益修正損 事業別予算の内訳
１ 過年度損益修正損

○過年度損益修正損
65過年度損益修正損

２ その他特別損失 その他特別損失 事業別予算の内訳
１ その他特別損失

○その他特別損失
67その他特別損失

計

説 明
区 分 金 額

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計 △35,171

（款）１下水道事業費用 （項）４予備費 （単位：千円）

目

１ 予備費 予備費 事業別予算の内訳
１ 予備費

○予備費
99予備費

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計
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公共下水道事業会計

（款）１下水道事業費用 （項）２営業外費用 （単位：千円）

目

（款）１下水道事業費用 （項）３特別損失 （単位：千円）

目

１ 過年度損益修正損 過年度損益修正損 事業別予算の内訳
１ 過年度損益修正損

○過年度損益修正損
65過年度損益修正損

２ その他特別損失 その他特別損失 事業別予算の内訳
１ その他特別損失

○その他特別損失
67その他特別損失

計

説 明
区 分 金 額

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計 △35,171

（款）１下水道事業費用 （項）４予備費 （単位：千円）

目

１ 予備費 予備費 事業別予算の内訳
１ 予備費

○予備費
99予備費

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計
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（款） １資本的収入 （項） １企業債 （単位：千円）

企業債 公共下水道築造事業債 １公共下水道築造事業債

流域下水道建設事業債 １流域下水道建設事業債

（款） １資本的収入 （項） ２国庫補助金 （単位：千円）

国庫補助金 △ 25,500 国庫補助金 １国庫補助金

（款） １資本的収入 （項） ３工事負担金 （単位：千円）

工事負担金 △ 5,120 工事負担金 １工事負担金

説 明
区 分 金 額

計 △ 5,120

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計 △ 25,500

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

計

資　　本　　的　　収　　入

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

（款） １資本的収入 （項） ４受益者負担金 （単位：千円）

受益者負担金 受益者負担金 １受益者負担金

（款） １資本的収入 （項） ５分担金 （単位：千円）

分担金 △ 15,865 公共下水道事業分担金 １公共下水道事業分担金

（款） １資本的収入 （項） ６他会計負担金 （単位：千円）

他会計負担金 △ 13,347 一般会計負担金 １流域下水道建設費負担金

２臨時財政特例債元金償還金負担金

５雨水処理負担金（土地購入の起債償還金）

６児童手当負担金

説 明
区 分 金 額

計 △ 13,347

前 年 度 比 較

節

本 年 度 説 明
区 分 金 額

計 △ 15,865

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

目

説 明
区 分 金 額

計

前 年 度 比 較

節

目 本 年 度
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公共下水道事業会計

（款） １資本的収入 （項） １企業債 （単位：千円）

企業債 公共下水道築造事業債 １公共下水道築造事業債

流域下水道建設事業債 １流域下水道建設事業債

（款） １資本的収入 （項） ２国庫補助金 （単位：千円）

国庫補助金 △ 25,500 国庫補助金 １国庫補助金

（款） １資本的収入 （項） ３工事負担金 （単位：千円）

工事負担金 △ 5,120 工事負担金 １工事負担金

説 明
区 分 金 額

計 △ 5,120

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計 △ 25,500

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

計

資　　本　　的　　収　　入

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

（款） １資本的収入 （項） ４受益者負担金 （単位：千円）

受益者負担金 受益者負担金 １受益者負担金

（款） １資本的収入 （項） ５分担金 （単位：千円）

分担金 △ 15,865 公共下水道事業分担金 １公共下水道事業分担金

（款） １資本的収入 （項） ６他会計負担金 （単位：千円）

他会計負担金 △ 13,347 一般会計負担金 １流域下水道建設費負担金

２臨時財政特例債元金償還金負担金

５雨水処理負担金（土地購入の起債償還金）

６児童手当負担金

説 明
区 分 金 額

計 △ 13,347

前 年 度 比 較

節

本 年 度 説 明
区 分 金 額

計 △ 15,865

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

目

説 明
区 分 金 額

計

前 年 度 比 較

節

目 本 年 度
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（款） １資本的収入 （項） ７他会計補助金 （単位：千円）

他会計補助金 一般会計補助金 １一般会計補助金

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計

（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

１ 公共下水道施設拡張費 △150,322 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○汚水管渠整備事業
１ 管理職手当 20委託料
２ 扶養手当 26工事請負費
３ 地域手当 30補償金
４ 住居手当
５ 通勤手当 ○雨水管渠整備事業
７ 時間外勤務手当 20委託料
８ 夜間勤務手当 30補償金
９ 休日勤務手当

管理職員特別勤務手当 ○雨水実施計画
期末手当 20委託料
勤勉手当
児童手当 ○認可計画等策定事業

６ 法定福利費 17印刷製本費
１ 市町村職員共済組合負担金 20委託料
２ 災害補償基金負担金

８ 旅費 ○公共下水道整備事務
２ 普通旅費 ８旅費
報償費 12報償費
１ 報償金 13被服費
被服費 14備消品費
１ 被服費 15燃料費
備消品費 17印刷製本費
２ 消耗品購入費 18通信運搬費
３ 図書購入費 20委託料
燃料費 22賃借料
１ 諸車燃料費 23修繕費
印刷製本費 37会費負担金

金 額

資　　本　　的　　支　　出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分
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公共下水道事業会計

（款） １資本的収入 （項） ７他会計補助金 （単位：千円）

他会計補助金 一般会計補助金 １一般会計補助金

目 本 年 度 前 年 度 比 較

節

説 明
区 分 金 額

計

（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

１ 公共下水道施設拡張費 △150,322 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○汚水管渠整備事業
１ 管理職手当 20委託料
２ 扶養手当 26工事請負費
３ 地域手当 30補償金
４ 住居手当
５ 通勤手当 ○雨水管渠整備事業
７ 時間外勤務手当 20委託料
８ 夜間勤務手当 30補償金
９ 休日勤務手当

管理職員特別勤務手当 ○雨水実施計画
期末手当 20委託料
勤勉手当
児童手当 ○認可計画等策定事業

６ 法定福利費 17印刷製本費
１ 市町村職員共済組合負担金 20委託料
２ 災害補償基金負担金

８ 旅費 ○公共下水道整備事務
２ 普通旅費 ８旅費
報償費 12報償費
１ 報償金 13被服費
被服費 14備消品費
１ 被服費 15燃料費
備消品費 17印刷製本費
２ 消耗品購入費 18通信運搬費
３ 図書購入費 20委託料
燃料費 22賃借料
１ 諸車燃料費 23修繕費
印刷製本費 37会費負担金

金 額

資　　本　　的　　支　　出

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分
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（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

１ 印刷製本費 39保険料
通信運搬費 40負担金補助及び交付金
４ 後納郵便料等 41還付加算金
委託料
１ 業務委託料 ○職員給与費
２ 設計監理委託料 １給料
賃借料 ２手当等
４ 機械及び装置借上料 ６法定福利費
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
工事請負費
１ 工事請負費
補償金
１ 補償金
会費負担金
１ 会費負担金
保険料
１ 自動車保険料
負担金補助及び交付金
１ 負担金
還付加算金
１ 還付加算金

２ 公共下水道施設改良費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○汚水管渠改良事業
１ 管理職手当 20委託料
２ 扶養手当 26工事請負費
３ 地域手当 30補償金
４ 住居手当 40負担金補助及び交付金

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

５ 通勤手当
７ 時間外勤務手当 ○汚水ポンプ場維持事業
８ 夜間勤務手当 26工事請負費
９ 休日勤務手当

管理職員特別勤務手当 ○雨水ポンプ場維持事業
期末手当 20委託料
勤勉手当
児童手当 ○公共下水道施設改良事務

６ 法定福利費 ８旅費
１ 市町村職員共済組合負担金 13被服費
２ 災害補償基金負担金 15燃料費

８ 旅費 21手数料
２ 普通旅費 22賃借料
被服費 23修繕費
１ 被服費 39保険料
燃料費
１ 諸車燃料費 ○職員給与費
委託料 １給料
１ 業務委託料 ２手当等
２ 設計監理委託料 ６法定福利費
手数料
１ 手数料
賃借料

その他借上料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
工事請負費
１ 工事請負費
補償金
１ 補償金
保険料
１ 自動車保険料
負担金補助及び交付金
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公共下水道事業会計

（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

１ 印刷製本費 39保険料
通信運搬費 40負担金補助及び交付金
４ 後納郵便料等 41還付加算金
委託料
１ 業務委託料 ○職員給与費
２ 設計監理委託料 １給料
賃借料 ２手当等
４ 機械及び装置借上料 ６法定福利費
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
５ 工具、器具及び備品修繕費
工事請負費
１ 工事請負費
補償金
１ 補償金
会費負担金
１ 会費負担金
保険料
１ 自動車保険料
負担金補助及び交付金
１ 負担金
還付加算金
１ 還付加算金

２ 公共下水道施設改良費 １ 給料 事業別予算の内訳
２ 一般職給

２ 手当等 ○汚水管渠改良事業
１ 管理職手当 20委託料
２ 扶養手当 26工事請負費
３ 地域手当 30補償金
４ 住居手当 40負担金補助及び交付金

節 ・ 細 節
説 明

区 分 金 額
本 年 度 前 年 度 比 較

（単位：千円）

５ 通勤手当
７ 時間外勤務手当 ○汚水ポンプ場維持事業
８ 夜間勤務手当 26工事請負費
９ 休日勤務手当

管理職員特別勤務手当 ○雨水ポンプ場維持事業
期末手当 20委託料
勤勉手当
児童手当 ○公共下水道施設改良事務

６ 法定福利費 ８旅費
１ 市町村職員共済組合負担金 13被服費
２ 災害補償基金負担金 15燃料費

８ 旅費 21手数料
２ 普通旅費 22賃借料
被服費 23修繕費
１ 被服費 39保険料
燃料費
１ 諸車燃料費 ○職員給与費
委託料 １給料
１ 業務委託料 ２手当等
２ 設計監理委託料 ６法定福利費
手数料
１ 手数料
賃借料

その他借上料
修繕費
４ 車両及び運搬具修繕費
工事請負費
１ 工事請負費
補償金
１ 補償金
保険料
１ 自動車保険料
負担金補助及び交付金
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（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

１ 負担金
３ 新営改築費 △10,800 工事請負費 事業別予算の内訳

１ 工事請負費
○管理棟維持事業

26工事請負費

４ 流域下水道費 負担金補助及び交付金 事業別予算の内訳
１ 負担金

○流域下水道整備事業負担金
40負担金補助及び交付金

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計

（款）１資本的支出 （項）２企業債償還金 （単位：千円）

目

１ 企業債償還金 企業債償還金 事業別予算の内訳
第６次下水道事業債
第７次下水道事業債 ○借入金償還
第８次下水道事業債 81企業債償還金
公共下水道事業債
流域下水道建設事業債

（款）１資本的支出 （項）３予備費 （単位：千円）

目

１ 予備費 予備費 事業別予算の内訳
１ 予備費

○予備費
99予備費

計

説 明
区 分 金 額

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計
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公共下水道事業会計

（款）１資本的支出 （項）１建設改良費 （単位：千円）

目

１ 負担金
３ 新営改築費 △10,800 工事請負費 事業別予算の内訳

１ 工事請負費
○管理棟維持事業

26工事請負費

４ 流域下水道費 負担金補助及び交付金 事業別予算の内訳
１ 負担金

○流域下水道整備事業負担金
40負担金補助及び交付金

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計

（款）１資本的支出 （項）２企業債償還金 （単位：千円）

目

１ 企業債償還金 企業債償還金 事業別予算の内訳
第６次下水道事業債
第７次下水道事業債 ○借入金償還
第８次下水道事業債 81企業債償還金
公共下水道事業債
流域下水道建設事業債

（款）１資本的支出 （項）３予備費 （単位：千円）

目

１ 予備費 予備費 事業別予算の内訳
１ 予備費

○予備費
99予備費

計

説 明
区 分 金 額

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

本 年 度 前 年 度 比 較
節 ・ 細 節

説 明
区 分 金 額

計
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この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用し、
印刷用の紙へリサイクルできます。


